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ピアジエの児童心理学
●波多野完治著 価 1200円  〒 120

子どもの自己中心性をはじめ,子 どもの実念論
人口i論からさらに道徳判断にいたるまで, ビア

ジェ児童心理学の全貌を再構成rピ アジェ研究
40年の著者の人作。            ‐

●波多野完治編

難解といわれるビアジェ心理学の発達′いJ嘔学に

スポットをあて,その独含1的研究の全容を詳細
に解明し,あわせて諸外国におけるビアジェ心
理学の位置を紹介した r

実践学校教育相談 第I集
●品川不二郎編          価 980円 〒 120

教育相談という精神衛生活動を学校教育の中に

育て,学級11任一人ひとりが教育相談的教師に

なる必要な知識を,現に実践している教師が中
心になって,多数の事例をあげて記した研究書

●中 西 信 男著 価 680円  〒 120
著者自身が見聞した世界各国の青年の姿を中心

に,多数の資料文献を駆使して社会的,心理l的
に考察した。同年代で,共通の悩みをもつ青年
達が,文化形態で異質の様相を呈する様を語る
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ピアジエの発達心理学 青 年 社 会 心 理 学

ピアジ
●波多野完治編

工の認識心 教 育 行 政 学
嫌 教職課程全書

ピアジエ数の発達心理学 番
螂

確立されつつあるピアジェの認識心理学の概観

を, ピアジェとその門下の研究が記載されてい

る「発生的認識論研究 |を 中′いに,主な概念に
解説を加え,や さしく説きほどこした。

●ビアジェ・アリナシ エミンスカ著 価 150C円  下 120
子どもの数概念の発達を正しくとらえない限り

科学的な算数教育の実践は不可能である。心理

学の111匠 ピアジェの研究中最も有名で,綿密な
実験で数既念の発達を解明した世界的研究.

●滝沢武久・銀林浩訳

価 980円 〒 120  ●伊 藤 和 衛 著

価 1500円 〒 120   ●真 篠  将編

価 750円  〒 120
教育行政研究に能率概念の導入を試み,行政能
率を重視し,その向_Lの方向から教育行政過程
を分析,把握し,財政的視点をふまえた行政管
理の研究書である。

語

幼児の「量概念の形成過程」を綿密に,かつ実
証的に分析し,質の数量化という大問題をひも
とき,心理学界と教育学界に大影警|を与えた研
究ぅ

利 美 著 価 360円 下 120
週円朝日評 ブF行中学生と教師の誠意圭「教育
は教師の愛情と力がすべてだ」と考えていたわ

たしの立場は意外に脆弱だったと,教師として
の自己反省が,こ の物語を貫いている。

価 1800円  〒 120
秋の運動会場に高らかに響き渡る鼓笛隊のリズ

ム ! 鼓笛隊のすべてを写真と図版をふんだん
に使用してやさしく解説した鼓隊と鼓笛隊に関

する百科 ! 一校に一冊は是非備えましょう。

社会教育という概念が成立した明治10年それ以

前より今日まで,体制がわの施策・動向を素推
し,成果を||]う た永年の研究から生オ1た労作
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テスリみ二量の発達心理学 図でみる鼓 隊と鼓 笛 隊

会
路
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近代日本社会教育政策史
●宮 坂 広 作 著 価 1800円  〒 120

価 8Ct円  下 120
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■技術科研究の成果と今後の課題■

加工 (木・金工)分野における

今後 の課題

藤佐 禎

1。 いまだに充足しない施設々備の問題をどうす

るか

夏の研究大会 (加工分科会)で ,参会者の学校の

実践状況を,お ききしたが,旋盤のないところが

半数近くあったので唖然とした。また,あ っても

1台 というところが多い。地方の町村段階では生

徒数の少ないところもあろうが,定員法のワクは

全国同じであるから,山村といえども単学級以外

は, 1ク ラス30名は越えるであろう。最近,文部

省からの発表は見ていないが,いわゆる
｀
基準、

の充足率は,全国的には60%前後になっていれば

よいと思われる (39年で45%,そ の後の5か年計画で

年間国庫負担 2.5億～半額負担～としても年に5%の上

昇率しか期待できないので)。 50%以下の県は10県 を

越えると予想される。地方財政による充足といっ

ても,貧困化の進んでいる地方も多い。新産業都

市とか,大都市との較差はますます大きくなり,

それこそ,農山漁村は荒廃化への道を進むのでは

ないか。

このことは,現在の産業改革上仕方がない,政

治の問題だ,ですまされることではない。すでに

100%を越えたところでも,計画年次の終ったあ

とは,富有自治体といえども特別予算 |ま一文もく

まないところが多い。
｀
であるから 100も %マ イナ

2

スされていくばか りである。PTAに たよること

も不可能となるほど
｀
公費負担軽減、運動は前進

した。福井の刀爾先生の言 (6月号)ではないが,

一体どうしてくれるのか,と言いたい。技術,家

庭が日陰者扱いされるのは氏の言われるように根

が深い。科学技術教育の振興などといっても,そ

れは技・家教育とはかかわりがないのである。後

期中等教育についての中間答申が,進路の多様化

をうたらているが,中学校段階では観察課程を設

けて,就職希望生徒をガラクタの中に放 り込んで

おけばよいということになることしか考えられな

い。要はエリート教育の推進で,東京の高校選抜

制度で 3教科案が出るのも,「庶民をかしこくし

てはならない」と17世紀,イ ギリスのマンダビル

が言ったような,労働者を奴隷視する思想は今も

なお根強く残っているのではないのか。こうした

情勢の中で,われわれに残されている方法は,技

術科教員の団結による自治体交渉が最も具体的で

可能なものであろう。校長もたのむにたらず,い

わんや国のことである。それでもだめなら父母に

訴えて,それこそPTAの 仕事としてとりくんで

もらいたいが, ここがまた難関である。今はPT

Aそれ自体が進学対策に熱中している。しかしこ

のこと自体も高校全入運動や増設運動の中でしか

解決できない。ここで父母をせめるのではなく,



よく話し合い,さ らに技術教育の必要性 と現状の

:貧しさを訴え,共に立上ってもらう以外にないの

である。校長にとり入ったり,学校の修繕屋とな

って,技術科の存在を認めてもらうのも一つの方

:法かも知れないが,それは長続きもしないし,後

日にさまざまな問題をつくってしまうのである。

この運動は,ま た予算要求の意志だけにたよって

成功するものではないことも事実である。同僚と

の実践上の話し合い,父母との教育問題の話し合

いの中で,技術教育の実態と,今後の方向などの

ことも話し合っていかねばならない。その時,現

今流布され始めた教育課程再改定で,技・家 2時

FEl,な どの声の前に,われわれ自身が, この教育

:からますます逃げ腰になったり,さ きゆきをッ心配

し始めてしまったりしたのでは,運動の運もなく

|な ってしまう。教育の内容がますます反動化され

そうだ,その中でわれわれは尻つぼみになってい

くのか。決してそうではない。矛盾が激しくなれ

ψゴなるほど,民主主義を守る運動は広が り,深 ま

ってゆく可能性も強まるのである。われわれは,

自信を持って,技術教育の一般的必要性を訴え,

完全に自由な実践をかちとっていく運動を進めね

ばならない。その中でこそ,力強く仲間や父母に

も訴えられるのである。 ｀2時間だ,首がアブナ

イ、では他人は振 り向いてくれない。

2, 自由な実践を

「 ものがない」「実践ができない」中で
｀
自由

な実践、を !と 言うことは で きな い。指導要領

や教科書どおりさえできない現状である。しかし

一般的には指導要領であれ,教科書であれ一応の

目安となって実践が進んでいることは事 実 で あ

る。技術科に完全移行されてから満で 6年 目であ

る。同じことを 2, 3回 くり返すと自ら実践の中

身も変ってくるのが普通である。しかし催眠術に

かけられたように本立・ブックエンド・ブンチン

である。この題材は法的に規制されたものではな

い。参考例である。だいたい製作題材を法律て決

められると思うこと自体がおかしい。今夏の大会

で加工分科会では,それぞれの製作題材の中で,

何を教えるのか, どのような力をつけるのかを出

し合ってみたわけであるが (前号に報告), この限

りにおいては,生徒の認識力に応じて材料・加工

法・工具・機械などを通じて,お さえるべき点が

明らかにされてきた。しかしその中で
｀
平面、 L

か
｀
熱処理、とか

｀
鋳鉄、とかになってくると,

全員が一致して確認できなくなってきた。もし,

これらのことを全員一致で推すとしても,誰 もが

困ったのは,では題材は ?それに対する施設は ?

ということである。鋳ものといっても,鉛でもよ

い。ス トーブで簡単にできる。るつばはどんぶり

(陶器)で (大阪)と いうこともある。その意気ご

みがやはり必要ではないのか。そんなことは指導

要領にない, といって,金属の溶融について何も

認識させない金属学習が成立していくことが大変

おかしいのである。ブンチンを作るためのやすり

がけでは,本来のやす りがけの意味が失われてし

まっていることに気づく必要がある。本当に平面

がでないと工作が不可能なものがある。一体それ

は何か。機械の部品で考えてみれ ば数 限 りない

(岡崎・木村氏の実践)。 しかし,それには旋盤が 5

～ 6台はほしい。 1台 4万で立派に使える卓上旋

盤がある (昨年 3月号に招介)。……3 しかし, ｀基

準、は13万以上である。しかし,し かしの堂々め

ぐりでは問題は解決しないのである。そこに,題

材 と生徒の発達との関係を見抜いた自信のある見

通しの上に立った実践意志が存在すれば, この堂

々めぐりの一環を破ることはできる。問題は題材

や施設にとらわれることなく,子どもたちにここ

で何をやらせ,何を教えるかを,あ くまで先行さ

せて考えてやることであろう。そこで,何が何で

も必要な物的条件をととのえてやろう !と いうJl

みどろな斗いが始まる。この斗いは避けるわけに

ー



はいかないのは,頭初に述べた実状を切 り開く意

味で, しかたがない。さて,そ うした意味で,今

夏の加工分科会での収獲は殆んどなかったのは残

念なことであった。教科書が変って,教出の
｀
ぼ

うしかけ、に実践が始まったこと (神戸)。 本・金

工をあわせた貧困の中での実践や簡単な万力の製

作 (大阪),あ とは東京からの動く作品の紹介があ

った程度である。 (今夏の日教組みたけ集会では半数

近くの県から熱処理の加工学習実践の例があがったそ

うである)熱処理についても,話しの程度ですませ

るものが多く,実践例は東京のねじまわしだけで

あった (大阪の実践は熱処理を含む)。

あ.tど し

しかし,全国的に見れは, この自由な実践は質の

差こそあれ,多いといわねばならない (時間を無視

して製図ばかりやらせるなどの類は含めない)。 もはや

趣味の段階にはいったと思われるような模型製作

・ ゴーカー ト・弱電器機cこ こで問題にしている

のは,技術科教育の課程編成の基本的な基準は何

か, ということであって,題材そのものの自由さ

ではない。高橋豪一氏 (仙台)力 史`的な観点に立

って,内燃機関の教育課程を編成したり(昨年11月

号),集団主義教育の立場から藤井氏 (東京)力 小`

屋づくりをやったり,民族的立場から エ`ネルギ

ー資源、の教材化を考えたり (東京福井氏・いずれ

も明治図書刊,岡邦雄編 技`術・家庭科入門、に詳しく

紹介), あるいは既に全体構想 を明らかにした岩

手技術教育を語る会の実践 (明治図書刊
｀
技術科教

4

育の計画と展開、)がある。本年の大会は, これら

の問題を語 り合う性質のものではなかったが, き

わめて一般的な実践報告の中から「板材
0角材三

「 薄板金・厚板金・捧材」は学習の系列と受取る

必要はないのではないか (新潟)と いうことが一

致してでてきた点は見逃してはなるまい。今夏の

みたけ集会では話題の多くが金属カロエや機械に集

中したそうであるが,参会者の中でも,技術教育

の分野としては,加工,機械が中心的なものにな

ってよいのではないか, という声があったそうで

ある。言羊しくは聞いていないが, これも, 子どt

の技術的認識をどうとらえるのか, という観点が

ある程度明らかにされ

始めたからのことでは

ないだろうか。世木氏

(京都)が長年の実践
の中から,加工学習t

「 機械」と融合させ,

「機械加工」を重点に考

えた教育課程を考えた

のも (本年 6月号)単

なる思いつきではない。「 自由」といっても,そ

れはこのように,研究に研究を重ねてきた中での

「 自主1生」を生かす, という意味である。やたら

に「 もの」をつくることにあるのではない。「製

作」を大切にすることの教育的意義について,今

夏の大会でもやや一面的にしかとられなかったの

ではないかという疑念は残っているc

3。 「製作を大切にする」ということをどう発展

させるか

「 自由な実践を」ということが困難な状況である

のは,「製作学習」そのものが困難な状況である

ことと切 り離しては考えられないが, ｀自由でな|

い実践、は相当に進んできていることは,技術科

の傷害事件が増加していることからも明らかであ

」年
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るc何も製作させたことがない人はいないし,何

か製作させるべきだと思っている人は多いc今夏

の大会ででた声も,「まず,も のをいじらせなけ

れば」ということであったし,そのために「 やさ

しいこと一一感情的認識の成立した上で一一から

抽象や法則へ」とか,「単一の概念構成でなく,

相対的な概念構成を」 (た とえば鉄から鋼へ,その中

でさまざまな鉄へ)と いう教授過程は参会者も一致

して認め合えた。 ｀技術的概 念、は ｀実 践 的概

念、である。などとことばではでてこなかったが

それは今後も問題にされるまでもなく当然のこと

とされていくであろう。しかし, このことは生徒

の能力を発展させるための最低の基準なのであっ

て,その上に,どのような方向づけをしていくか

が,実は問題にされなければならないのである。

現状が
｀
製作実践、そのものが困難なのだから,

討論が今すぐ進展することを望むことは無理であ

ろう。しかし,生徒に技術的能力をつけるには,

製作学習が必要である。その理由は,認識過程を

大切にしたり,技術的概念 (能力・思考力)は実

践的 (技能の習熟をある程度期待する)なのであ

るから当然である。ということを結論にし́て,も

うこれ以上確認する必要はなく,あ とiま題材や個

々の教材について,詳細に教授上の問題点を明ら

かにしていけばよいのだ, というほど問題は簡単

にすまされないのである。もう, 3～ 4年前にな

るが,産教連研究部内で
｀
技術、か

｀
技術学 (比

較技術学)、 かの論議が起きている時,「生産技術」

の両刃論をどう克服するかが若干提 起 され て 1ヽヽ

た。この問題も,現在,運動論として直接的に解

決されているわけではないが,間接的には
｀
技術

教育における労働の問題、が若千,両刃論を克服

する形で論じられてきた経過がある。それは技術

的能力を,「頭と手の労働の結合された力」であ

るという漠然とした論点から,「技術的能力は換

言すれば
｀
労働力、である」という視点に変れる

可能性を示してきていることである。この
｀
労働

力、という言い方 (概念)は,経済学や社会科学

上の用語であるが,労働者が得る給料は,現在の

日本ではこの
｀
労働力、の対価として あ るので

はない, という点から特に問題にされている。賃

金は労働力の対価として支払われるべきであ
・
る,

ということはまさに現在の資本主義社会には敵対

する関係である。学校教育は生徒 (将来の労動者)

に技術的能力,すなわち労働力を身につけさせる

機関であるが,それは全く,資本家の要求に従う

ように意図されようとしている。であるから,能

力を養うということが,労働者自身の利益のため

になる社会を指向させるには,現在の矛盾を理解

させることが必要である。「製作を大切にする」

という教育実践の中から,そのことはどのように

可能なのだろう。このことを考えておかないと,

ウせ作をとりまくクモの巣 「製作学習」は,

もろもろのクその

巣にとり

巻かれて

窒息して

しまう。

このような状況の中で,「製作学習」を積極的

に支持するわけは何か。

その理由は,さ まざまある。たとえば,「製作

実践そのものが,社会的,経済 的 制 約 下にある
｀
存在、である。「 そこにある」ということの意

義は大きい。それは歴史的に制約されてもいる)

また材料 (自然)の存在と,労働手段の存在 (文

化遣産と簡単に言えない)を区別することもよかろ

感覚を

大切にする

作業の組織fヒ

＼

生徒の喜び

ψ

実践力を

身につける

労働の尊さ



う.本工から金工・機械へ, というのは認識の発

展段階にそうから認められるものだ。というのは

一つの仮説に過ぎないが,歴史的な発達過程であ

を,, ということは事実である。「製作学習」を大

切にする,と いうことの中には,技術の歴史的認

識がとりこまれてこそ,その重要な意義を増すの

である。ここで生徒に技術史を教える, というこ

とではないc加工と機械の分科会で,精度概念が

問題にされたが,精度や正確さは,製作物に要求

された許容限度に応じて,労働手段の性能が決定

されたり,逆に,労働手段の精度・性能に規制さ

れて,製作物の性能が限定されるわけであるが,

製作実践は,実によく (当 り前の話しだが)こ のこ

とを明確にしてくれる。スコヤとスケール,パス

でよかった測定やけがきが,次にはノギスや定盤
0ト ースカン・ Vブ ロックとなって,旋盤作業に

おける精度と合致した事前処理が遂行されるので

ある。旋盤の精度を生かすためには,それに応じ

た1員1定法,切削工具,油滑斉Jが必要となるのであ

って,こ のことは第一分科会でも統一的な認識が

できたと思う。この関係を整理できなかったのは

残念であったが,こ のように,生産技術の水準に

見合って,も ろもろのグループが一団となってい

るのであり, 1つ 1つの沢1定用具や材料や,機構

か別々に発展してきたのではないことにわれわれ

も気づく必要がある。技術水準を, このように系

統的 |■みようとするのが,いわゆる労働手段体系

説といわれているものではないのだろうか。技術

的存在を一つの系統として見る時,その環の中の

一つの部分・たとえば労働力 (その質と量)・ 材料

・機械の発明などの中のどれか一つが変化すると

体系そのものも変化するのである。このように技

術的存在を体系としてみ,その体系に影響を与え

る素因を考えた場合, この素因は非常に多岐にゎ

たるであろう。その多くの素因を具体的に研究す

るのが技術史の大きな役割でもある。われわれは

6

少なくとも製作学習の中で,特徴的なその素因にl

ふれてやる必要がある。その場面は社会科の中に

も多くあるが,技術科の中では,木材加工と古代 |

社会,金属加工と古代～現代を事実に即して,と ら

える必要がある。軟鋼は近代のものであり,鋳鉄‐

も比較的新しい。むしろ中世以前の鉄は練鉄であ
・

り,鍛鉄であった。それが木炭による製鉄であり

森林の伐採荒廃から血みどろなコークス製鉄の探 :

究が始まって,初めて
｀
鋼の時代、がくる。製鉄 i

産業の推進者は誰だったのか,国際間の勢力にど

のような影響を与えたのか, このようなことは,

現在の社会でも全くふれられていないのである。

少くとも技術科では,技術の発達とその社会的背

景を考えさせる視点を,特徴的に示していくこと

がなければ,「製作を大切にする」観点の重要部

分が欠けてしまうのである。それでは,一体具体 :

的にはどのようなことができるのか,本稿はその

ことを論ずるためのものではないが,ほんの一例

をあげておきたい。

4.歴史的な教材としての製作学習
たとえば,刃物を扱 うにしても,まず ｀のこ、

であるc の`こ、そのものは歴史的には ｀小刀、
よりあとであろう。はじめの の`こ、では,それ

こそ感覚から一般へ, という技術教育本来のとり

あげ方になる。しかし,ひ とたび ｀刃物、の学習

となれば,それは最も単純な ｀のみ、から始める

のが順当である。石斧・銅斧・鉄 斧,そ の間 に
｀
ちょうな、あり

｀
のこ、ありであるが,技術的

~

認識の系統からいえば,単一 刃 物 で ある ｀かん

な、ということになろう。ここでは当然,奴隷制

社会のことにふれねばならないし,エ ジプ ト,メ

ソボタミヤなどでは石材も王の所有であったこと

にふれざるを得ない。エジプ トなどでは木材は重

要な輸入資材でもあった。 ｀かんな、の多様性は

日本の部民制～荘園手工業者～座～江戸時代の職 _



人という閉鎖的な体制の所産でもある。金属材料

になれば, この歴史的な流れと,題材との間の関

連は混乱してくる。薄板などは全く近代技術の所

産である。薄板金をまず教材にしなければならな

い理由は歴史的なものではない。それ は展 開図

一→第 3角法,木材―→金属,簡単な工作法, と

いった特徴からである。刃物学習に先行して の`

こ、があった。これも,まずは の`こ、で材料を

切断しなければならない工程上のことであって,

どうしても の`こ、が先行するのである。といっ

てそこで の`こ、のすべてを教えるのではない。

そのように薄板金が先行してもよいであろう。し

かし,その中で ハ`サミ、の発達については,羊

毛の採集ということの中でおさえておけるのであ

る。板金がいつごろから利用され始 め た のだろ

う, という疑間を提起するだけで大きな意味を持

つであろう。このように,教材は扱いようで,い

くらでも歴史的,社会的視野の下に置くことがで

きる。それは,現に扱っている材料,労働手段が

歴史的所産であり,社会的な存在だからである。

ここで再度になるが, ｀何もかも、ぶちこむので

はない。現に重要な役割を果しつつある材料,労

働手段の社会的背景をおさえるポイントを教師は

つかんでいなければならないし,ま た現在はほと

んど姿を消してしまっているが,それの発展形態

として現に利用されている材料や手段の
｀
もと、

になるものを指摘することである。 (た とえば
｀
銑

、がそうである)なぜ昔は精鋼に水車が利用された

のか,水車が重視され,急流を求めて山ろくに製

鉄所があったのか。鍛鉄を語ることなしには理解

できない。イギリスの産業革命の中での技術の発

展過程になると,語 りたいことは山ほどある。そ

の中で,何を重視すべさかは,社会科との関連を

考えねばならい。まだまだ, このような実践は始

まったばか りて,適確な実例をあげることは困難

である。 (た とぇば内燃機関の分野では主な発明者の

他に次のようなことが関係してくる一 蒸気機関
の発

達,イ ギリスで内燃機関の発達しなかったわけ,フ ラン

ス革命,エ コール・ポリテクニク,熱力学の発達,治金と

工作機械,石油の利用等 ―々一本誌 2月号 p 50'「技術

史のとり扱い」に詳しい)しかし, ここでいえるこ

とは,製作学習を通じて生徒の技術的認識がどの

ように高まり,実践的能力が身についてゆくかの

探究を深めると同時に,技術史の観点 (技術論の観

点)を深めてゆくならば,技術科の教材は非常に

生き生きとしたものに変って行く (あれや,これや

でなく,初等,中等技術教育の課程を自信を持って整理

していく)こ とができるであろう, ということであ

る。

おわりに

われわれの研究は,ま だ緒についたばか りであ

る。それなのに,ま たもや全面改定の作業が進め

られている。なぜなのか / ここで屈することな

く,今までの研究の成果の上に立って,今後も進

まねばならない。その時この全面改定がなぜ企図

されているのかを知るならば,さ らに,正しい技

術教育の方向が,今までの研究,男女共通の実践

の上にのみ約束されていることに確信を持つこと

ができるであろう。今後民主的な実践に対するし

めつけは一層強まるにちがいない。しかし,その

時,なにが正しく,な にが不正なのかを父母の前

に明らかにすることができ,他教科の仲間にも知

ってもらえるようになっているためにも,自主的

で自由な教育実践を守 り抜かねばならないc今後

も一人でも多くの仲間と,一歩でも前進できるよ

う,がんば りましょう。

(東京都武蔵野市立第 5中学校教諭)



◆技術科研究の成果と今後の課題◆

機械学習における

研究の成果と今後の課題

ノlヽ 清池

ま え が き

われわれは,毎 日授業実践に取 り組んている。

そこでは当然「何か」を考え「 何か」をねらって

いるはずである。全国の研究熱′とヽな諸 兄 |■ よ っ

て,その概要や詳細が,毎月の本誌上や全国大会

で発表されてきた。それらはどれもみな,技術教

育を体系化するための方向をさく
゛
る技術教育論で

あり, また貴重な教育実 践である。

それらは単に, 1個人の,あ るいは 1地域 グ/し´

―プのものとしてでなく,多 くの仲間に共通理解

のもてるものに研究を進めて行くことが重要であ

る。

ここでは機械学習について,こ の 1年半前後の

間にみられる,全国の多くの諸兄による研究の成

果をさく
゛
るとともに,今後の研究課題などにふれ

てみた。

1。  機械学習を基本的にどうおさえるか

「 技術科では,何を教えればよいのか。まことに

他教科からみれば,奇妙な命題は,消えかからた

かと思えば,また再然するといったく
゛
あいで,あ

いかわらずくすぶっている。」「 こうしたことに,

はっきりした解答の出ない限 り,こ の命題は, く

すぶ り続けるだろう。もっとも中には,生徒が自

θ

転車の分解に生き生きとして実習する現実から,

それでいいではないかと,割 り切ってしまってい

る人びともいる。しかし,こ れではどうも納得で

きない。」「結局,自転車を通して,ま たスクータ

を通して,何か本当のものを生徒に身につけさせ

てやりたいとの願いは,当然おきてくるところの

ものであろう。」(本誌 '65.12月号.野畑健次郎氏)

特定機械,た とえば,自転車, ミシン,エ ンジ

ン等について,そ の構造や働き,分解・組立を扱

うだけでなく,何か機械について「本当のもの」

をわからせたい。文部省の指導要領に規定された

内容を超越した学習が必要であることは,以前か

ら強調されてきている。そこで最近の研究の傾向

をみると, ｀教科の本質にたった、機械学習はど

うあったらよいかを基本に追求していることに,

大きな特色がみられる。

教科の本質は何かの考えには,も ちろえいくつ

かの論がある。最近のわれわれ現場教師が,各人

の授業実践を通して,自分のものとして持ってき

ている方向は,岡邦雄先生の主張にそって,「技

術科は,技術を教える」ものであるとする考えが

従来よりも, より具体的に明確に打ち出されてき

ていることが大きな前進としてあげられる。

この観点からすぐれた実践を発表している1人

として,牧島高夫氏をあげることができよう。氏



は従来の教科書一般に入られる指導をふりかえり

「果たして将来につながる基礎的技術の根底を習

得させ得るに十分であったかどうかについては疑

間に思 うものである。」 として,原動機を教材と

した場合の技術の本質にたった機械学習の実践を

報告している3(本誌 '65.9月 号)牧島氏は,「技

術教育のねらいは,あ る目的達成のために,ど う

しくんでいけばよいか Lい う見通しを立て,それ

を具現していくことにある」 とおさえ,基本にな

る学習要素を設定している。たとえば,点火時間

の問題をあげ,「 よi)有効に強力な力を出すため

にはどうすればよいかという観点から仮説 (予想)

を立てさせ,その仮説が適切であったかどうかと

いう点について,実物のエンジンの点火時期を測

定させて,実証的に確認させる」流し方をとって

いる。氏はそれ以前の段階で,実験教 具 を 自作

し,(本誌 '65.10月 号)目 的をよりよく達成するた

めに,機械として,各部のしくみをどう仕組んで

ゆけばよいかを思考させる学習を重視している。

また同じ方向をねらうものとして,佐野道夫氏

の実践がある。(本誌 '66.5月 号)l「L野氏も牧島氏

と同じように,空かんを使ったガソリンの爆発装

置を作 り,爆発実験を行ない,それをもとにエン

ジンのしくみや各部のくふうのされかたを気付か

せる学習方式をとっていろ。

機械学習のねらいをどうおさえるか。機械学習

を通して,生徒たす,|■ どのような能力を育てるこ

とが大切か。

機械学習を基本的にどうおさえるかは,技術の

本質をどうとらえるかということと無関係では考

えられない。それは, ｀技術科は技術を教えるも

の、であるとする教科論にたって,機械学習はど

うあったらよいかを再考しな |ナればならない時期

に来ているからである= 
｀
技術科は技術を子ども

たちに理解させ,i皇求させ,技術に関する諸能力

を育てる教科であろ、 L規定するならば,機械学

習は,単に機械についての学習というよりももっ

と明確に,機械についての技術を学習させるもの

であるとおさえることが重要になってくる。

では言葉の表現としてではなく,本質論として

機械学習は,機械についての技術を学習させるも

のと規定するならば,われわれは指導に関するか

まえをどう持つことが必要かが問題になる。そこ

では当然, ｀技術とは何か、が問われることにな

る。

｀
技術とは何か、のとらえ方にはいろいろな論や

説がある。われわれが中学生を対象として技術を

考えるとき, ｀技術とは手段である、とする技術

論に立って学習にあたるのが効果的であるといえ

る。人間がなんらかの目的を達成しようとすると

き,その目的をより良く達成するために,必ずそ

の手段 (てだて,しかた,方法)力 問`題にされる。

そこで問題にされる手段 (てだて,しかた,方法)

そのものが技術と呼ばれるものである。技術を考

えるとか,技術を開発するとか,あ るいはまた,

技術を研究するとかいわれる場合,そ の中身は,

目的達成のためのてだて, しかた,方法など,つ

まり手段を考え,手段を研究することをさしてい

る。また技術が遅れているとか進んでいるとかい

われる場合も,それはそのものについての目的達

成のてだて,しかた,方法など,そ こに適用され

ている手段の程度を問題としての表現である。

このように, ｀技術 とは手段である、という認

識に立って,機械学習では基本的に何をおさえる

ことが大切であるかを考えるならば,単に機械の

構造のあらましを知ったり,機構や機械要素,機

械材料や分解・組立工具などについての種類を知

った り,分解・組立 0整備などを一通 り扱えばよ

いといった程度では不十分であることが理解され

てくる。それぞれの学習項目について, よりよい

目的達成のためにどのようにくふうされ,研究さ

れているかといった技術の本質とのかかわりをつ



ねに保ちながら,学習のねらいや,具体的学習内

容なりを考えることが今後のわれわれ iこ とって重

要な課題であるといえる。

技術の研究は,さ きにもふれたように,手段の

研究である。それは技術を歴史の観点からみても

明白なことである。人間につねによりよい目的達

成のために手段を考え続けてきたcその過程が技

術の歴史であり,技術の発達そのものである。機

械学習に限らず,技術科学習の全般において, 日

的達成のためにどのようなてだてや方法をとるこ

とが必要か,あ るいは,よ り良い目的達成のため

にどのような手段が考えられ適用されているかな

どを理解したり,思考できる能力を子どもたちに

育てることが大切である。

さきに紹介した牧島氏や佐野氏の実践は,ま さ

にこの方向をねらったものといえる。時間がたて

ば忘れ去されてしまうような無意味な学習に時間

をかけるのでなく,最初に引用した野畑氏の考え

のように,機械学習において基本 に な る大切な
｀
本当のもの、を生徒の身につけさせる方向や内

容を今後さらに追求してゆくことがわれわれにと

って重要な課題である。

そうした方向の追求を試みている実践研究はた

くさんある。それらをつぎに取 りあげながら,機

械学習のよりよい方向をさく
゛
ってみることにした

い。

2.機械学習をどう取りあげるか

学習をどう取 りあげるかを考える|■ は,基本と

して,学習のねらい (目標),そ のための具体的内

容,お よびその実践方法といったことが問題にな

る。これらにかかわる問題をいくつかの観点に分

けて考えてみたい。

(1)学習教材 (題材)について

学習を具体的に展開するには,必ず何かを学習

の材料として取 りあげることが必要になる。これ

」θ

がいわゆる教材である。機械学習で取 りあげられ

ている代表的なものは,自転車, ミシン,エ ンジ

ンである。教科書などでみる場合, 2年は,自転

車を主に取 りあげ, ミシンなどを補足的にあげて

いるのがもっとも普通である。

自転車や ミシンを教えることが学習の主目標で

ないことは以前から強調されてきている。自転車

で機械に関する学習をどう指導するか, という研

究もいままでにたくさんなされてきた。機械学習

はどうあったらという研究と並行して, ｀機械学

習、として自転車をどう取 り扱 うかの研究も,望

ましい機械学習の方向にだいぶ接近 して きてい

る。たとえば,最近の発表のものでは,本誌 '66.

7月 号笠谷侃弘氏の「機械の授業をどのように組

んだか」および本誌 '66.9月 号松岡金三氏の「機

械学習としての
｀
自転車、の指導」がある。いず

れも,き めこまかい構想をもとにした実 践 で あ

る。しかし,自転車を扱 う範囲内だけでは,機械

学習として壁を感じる。それは,機械学習におけ

る具体的教材として自転車は全く不適切なもので

あるということではない。

2年生の機械学習としては,個々の特 定 機械

(た とえば,自転車,ミ シン)を学習することでなく

ねらいは機械というものについて,生徒が日ごろ

の生活経験の中から,単純な (素朴な)形で構成

してきている認識構造を技術そのものや,技術学

などの観点から,系統化された認識構造に変容さ

せ,機械に関する諸問題を解決,あ るいは,追求で

きる能力を育てることに主眼をおきたい(注 1)。

機械学習をこうした方向においておさえるなら

ば,教材観としては,つぎのような考えが必然的

に出てくる。

「実習例は,特定のものにはじめから限定する考

え方をもちたくありません。まず,どんなことを

(注 1)明治図書「技術・家庭科授業 へ門」93ページ
拙文



学ばせたいのかを考えてみます。機械のしく」ヽを

理解させるために,どの機械がよいかを考えてヌ=

て,それを中′きに,機械を理解するため |■′必要な

内容を よ`り理解させやすい、題材を選定し,そ

の機械でわからせにくいところは,他の教材・孝t

具を用意してわからせます(注 2)。」

世の中に,こ れが機械として最も代表的なもの

であるといえるものは存在しない。したがって機

械に関する諸能力を幅広く育てようとす るな ら

ば,それぞれの学習目的に合わせ,それ i■適した

機械を取 りあげ学習させることが効果的であるt

こうした考えに立って実践を進めているノ、ひ1と

は最近その数を増してきている。岡田武敏氏 千本

誌 '66.4月 号),本村政夫氏|(本誌 '65.2月 号|,西出

勝雄氏 (本誌 '65.12月 号),世木郁夫氏(注 31(本

誌 '66.8月 号)な どについては,それそぞil本誌で

概要を知ることができる。

また,こ うした機械学習における教本オを見|■つ tヽ

ては,今年度全国大会 (産教連)で も,特に異論 |ま

出なかったc

しかし, これをもっとだれでもできる方向 i二 t

ってゆくには,学習目標とのかかわりにおいてど

のように扱 うか,追求されなければならない問題

が,今後の課題として残されているように思 うc

3年の機械学習の教材 として扱っているエンジ

ンについては, 2年での学習を発展させるととt

に,原動機について認識を育てる観点から,特別

の異論は出されていない。

(2)どのような学習をとりあげるか

機械学習として,各種の実践研究中ので,共通

理解に達している面を集約するとつぎのようにな

る。①道具から機械への発達 ②動力を伝えたし

(注 2)「技術 `家庭科授業入門136ページ 1村田昭治
氏)よ り引用
(注 3) 同上  52～53ページ (世木郁夫氏)に も
概要が示されている

運動のしかたを変える機械のしくみ (機構・回転

力伝動とトルクの変化など)③ 機械各部の構造

と機能 ④機械各部の組み立てられかた (固定あ

るいは締結方法のいろいろ)⑤ 運動部分のまさ
つ抵抗とエネルギ損失・まもう (軸受,潤滑油)

⑥機械を造る材料 (機械材料の種類と特性)`⑦

機械の点検 0整備 ③エネルギ変換と原動機
このように集約すると,文部省指導要領と大差

のないように受けとられてしまうかも知れない。

項目的に見るだけでは類似のようであっても,学

習のねらいのもち方や取 りあげ方には大きな差異

が存在している。

機械の学習をどのようにとらえるかについて,

世木郁夫氏はつぎのように考えている。

機械学習では,機械がしごとをするために,ど

んな機構やしくみをもたなければならないか。ま

たエネルギがどのように変換されていくのかにつ

いてあきらかにしていくという道すじでこの学習

の内容をくみたて,展開していかなければならな

い。子どもたちがはじめて機械を学ぶときに,道

具と機械を対比したり,実在の機械を観察しなが

ら,「機械は動くものであり,仕事をするもので

ある」ということに気付かせ,「そのためにはどの

ような運動が必要なのか,そのような運動や速度 ,

力などをつくるしくみはどうなっているのか」と

いったふうに原理を追求していきたいという意欲

を大切にしながら,子 どもたちの思考が高まるよ

うな道すじだった授業を展開していかなければな

らない。(本誌 '66.8月号)

機械学習でどのような学習を重視することが大

切か,その骨子がしだいに明確にされ て きてい

るc指導要領に示されるものに満足できず,自主

的 |■研究を進めてきた多くの現場の実践家,およ

び民間教育研究団体としての大きな成果である。

(3)具体的学習をどう展開させるか



どのような能力を育てるために, どのような内

容を,具体的学習場面でどう展開させるか。この

方面でも多くの研究成果をもたらしている。

学習指導における基本的なかまえとして共通理

解に達しているものを集約してみると,つぎのよ

うな点をあげることができる。

3。 学習の立体化

本年の産教連全国大会において,福井,朽木 ,

■立の 3氏 (いずれも京都)に よる ｀機械学習にお

キナるレポート作成、の共同研究が発表された。そ

の研究に取 り組んだ動機はつぎのようなものであ

る.

①教材を特定機械に固定化しないで,学習内容   技術・家庭科の学習について生徒のアンケート
や学習のねらいに合ったものを学習活動の具体的  をとってみた。結果として,「機械学習で習った

場面に導入する。②機械技術の本質や,機械の基本  ことが, 日常生活の場で生かすことがない」とい

点や,技術学的理論等の学習を大切にする。③そ  う生徒が多いことに気付かれた。そこで「学校で
のために,実験教具,模型教具,現物などをでき  習った知識がすべて実生活で生かされるとは考え
るだけ豊富に用意し,学習効果を高める方法をく  ないが,少なくとも,実社会において生かされる
ふ うする。④必要に応じて,生徒自身に模型を作  基盤だけlま作っておきたい」という考えに立って
らせ,機械の動きやしくみを理論的に追求 0思考   「現在のような知識の投げ売り的な授業だけでは
する能力,あ るいはさらに創造的思考能力等を育  何かものたりない」ことが反省されてきた。そこ
てるようにする。⑤理論と具体とが遊離した学習  で,ひ とりひとりの子どもが主体的に「 自分で勉
にならないようにする。理論をもとに具体を,具  強し,知識を高めていく方法」を検討した。そこ

体をもとに理論を相互に思考できる能力を育てる  で考え出された方法が,生徒をグ′レープ編成し,
ようにする。⑥機械技術の歴史的側面も学習の中  それぞれに課題をもたせ,調べた結果をレポー ト
に取 り入れ,機械そのものや機械技術の歴史的姿  形式にまとめさせることであったc
も理解できる能力を育てるようにする。⑦技術は   実践結果を検討して,つぎのような点で大きな
手段であり, 1つの基本理解がそのまま他のもの  成果のあったことを報告している。
に通用するとは保証できない。対象そのものや,   ①生徒が自ら計画し,実施しなければならない

社会的・経済的要因によって技術的事象はいろい  ので,生徒の学習に対する自発性 と責任感が育っ
ろ変化するものであることをいろいろな機会に認  たcc自主的な長い活動過程をもつから,な しと
識させることが必要である。③したがって,機械  lデた結果に対する喜びも大きく, これがまた,つ
一般を理解できる能力を育てるといっても,技術  ぎへの学習の動機付けとなったっなどをあげてい
の適用は本来非常に個別的なものであるから,個   ろ,
々の機械なり事象を扱 う場合,そ こではそれがな   こうした学習の方式は,一方的教師主体の平面
ぜ必要かといったことを追求・思考する学習も大  的,形式的学習に対して,立体的な形式で生徒を
切にされなければならない。⑨技術そのものは本  当主的に学習に取 り組ませる方法 上して意義ある
質的に, 目的をより良く達成するために, どのよ  もtD Lい えよう。
うな手段を適用するかにあることの基本認識をも   村田昭,台氏も, こうした方面で,特 色ある試み
たせた_Lで個々の学習に取 り組ませることが大切  を実践されている。夏の長い休みを利用して,機
である。                    械模型を 1点ずつ作らせたり,技術に関する書物

を 1冊ずつ読ませ,そ こで学び取ったことや読書
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「
■
ロ

感想文を書かせている。

また,岡 田武敏氏も,夏休みに 1人 1研究の課

題を出し,技術科の授業に利用できるものを作ら

せているc(本誌 '65.4月 号)

わたくしも,こ うした実践に刺激を受け, この

夏休みに 2年生に 1人 1点ずつ機構模型を作る課

題を与えてみた。子どもたちの機械についての基

礎的能力の育ち具合や,創造的能力の実態を理解

する上で大いに役立つものがあったcも ちろん生

徒に,実際に自分で考え作ってみる過程で,い ろ

いろと機械についての技術的,経済的諸問題を気

付かせる上で,大きな意義をもつことができた。

技術科の学習を教師中心や,実習室だけの学習

にとどめるのでなく,生徒が自由な形で,自主的

に取 り組める学習を設定することは,一面的学習

が立体化され,教師が予想する以上の学習成果を

期待することができる。身近にある材料 (空かん,

針金,びんやかんのふた, ミシン系のこまなど)を活

用させて,機械模型を考え,作 らせる学習などは

池正道氏も主張する (本誌 '65.12月 号)手を動かし

ながら同時に思考させるものとなり,単なる模型

作 り工作に終るだけのものでなく,機械そのもの

を,機構,材料,各部の組み立て,力 に対する強

さ等いろいろな角度から問題意識をもたせること

が期待できる。実際に仕組みながら機械を学ぶ ,

この学習方式も今後大いに研究するに価値ある課

題の 1つである。

あ と が き

本誌1965年 1月 号から今年 9月号までに発表さ

れたものを中′とヽに,そ の成果を集約しようと試み

た。しかし,真剣に取 り組んできている諸兄にと

って,不満点や不足するものが各所に感じられる

面もあろうと思 う。また,す く
゛
れた個々の実践に

十分ふれることができなかった点についてもお許

しを願いたい。

今後の課題という面では,大局的立場で少しふ

れる程度のことしかここではできなかったが,望

ましい学習の体系を図るために追求されるべき課

題はまだ山積している。

(東京都目黒区立第 8中学校教論)

皿
その感想と意見

‖
。これまでいろいろな教育研究会に参加したが,今回

ほど充実した時間を過したことは初めてである。その

原因はどこにあるか。

1.自主教研のためひとりひとりが自分の疑間をた
めらうことなく発言できた。

2.全 員が本気になって 1う 1つの問題を真剣に討
議できた。

この 2点にしばられるのではないかと思う。

。今後,私 自身が研究してみようという課題を与えて

もらえたことも大きな収獲であった。その課題とは ,

1.技術科の電気学習のなかで,基礎的な理論 (科
学的な)と基礎的な技術との統一をいかにして図るか。

2,電 気の発達と社会状態との関係を知るために ,

電気史をいかに導入するか。

3.エ ネルギーの変換として電気学習を系統化して

いくには,どのような教材をどんな配列にしたらよい

か。

4.ラ ジオの配線図をおぼえさせることが,どれだ

けの技術的能力を養 うことになるか,と いう4`点であ

る。

。議事の進行に関しては ,

1.司会者と発表者とが一緒になってしまったが ,

あとのほうでは疲れが出てしまい議事の進行を妨げた

ところもあった。やはり司会者と発表者は区別すべき

だった。

2.問 題点が次から次へとあげられ,その解決を図
るための話し合いが,時間的な制約をうけてできなか

ったのはたいへん残念であった。 (島 根県・西山)



●技術科研究の成果と今後の課題●

電気分野の研究を

どのように進めるか

I旬 山 雄玉

1。 1年間の実践の検討

前号で京都での大会の報告と問題点を指摘した

が,それをもとにこれからどのように研究したら

よいか,その中からいくつかの問題点をひろって

みたいと思う。

検討に先だって,雑誌「技術教育」の昨年10月

号から本年 9月 号までの中にでてくる電気分野に

ついて,実践や論文を読んでみた。ふだんは読み

すごしてしまうところであるが,年間を通して読

んでみるとかなり共通点があるのと,それぞれの

実践が例外なく,今までの実践報告をよみ,その

うえで検討をすすめていることに今さらながら敬

意を表したのである。これらの実践,論文につい

ては一つ一つ検討するに価するが, ここでは紹介

程度に,私のノートのメモをそのまま次にあげて

おく。

01965。 10 西田泰和「 ラジオ受信機組立学習指

導の研究」 ラジオ組立学習が,知識や技能 ,
および態度の習得におよばした影響を,テ スト

や感想文の分析により知ろうとする。理科との

関連,生徒のうけとめ方などについて検討。

01966.1 向山玉雄「 これからの実践研究のた

めに」 教育内容と教材,再編成の視点,研究

方法など。
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01966。 1 高橋信二,植田善弘「 電気教材指導
の要点」 一般教養として,作 りながらくりか

えす。教える内容をこまかくぬき出してある。

01966.1 伊藤幸雄「 電気学習の目標 0内容・

方法についての一考察」 生徒の既習内容を調

査どんなことを学びたいかの調査結果を計画に

利用。

01966.1 江口彦十郎「本校における電気学習

上の留意点」 電力技術 と電子技術に大きく分

ける。ガヽ中学校における理科学習を分析,エ ネ

ルギー変換。

01966。 1 宮崎彦一「屋内配線」一―プロジェ

クトを多くとり入れた学習の展開一一 技術の

理論にこだわりすぎていないか。作業的な電気

学習を続けていると意外なところに理解の盲点

がある。 プロジェクト例。

つ1966.1 西出寛「 回路計の指導をとおして一

電気学習の課題一」 中間教材,自作教具の間
題,生徒が体で感じ実践を通して考えて,知 る

機会が少ない。ハンダレス方式に対する疑問,

測定板を利用して,回路計を独立して指導する。

[)1966.1 座談会「電気教材指導の実際と課題」

電気学習の問題点について現 場 教 師 が話し合

01966。 2 尾崎梅次「 けい光燈指導の実践」



観察・実験・計 ,員1を主にした実践報告。

01966.3 竹下純治「研究実践の構想」 サー

クルで研究を始めている。電気は 2年から指導

したらどうかc林淳一氏の案をと り入 れ てい

る。

01966.3 島田ミサオ「電気学習教具の製作」

一一自動温度調節装置一一  自動温度調節装置

を自分が作 ってみて,その教材の教育的意味を

論じたもの。

01966.3 竹内弘佳「 けい光燈学習指導法の一

試案」 破壊的な方法で理論と結びつけて理解

させるc破損した部品の再生を通して考えさせ

る。今までにない特徴あるすく
゛
れた実践。

01966。 4 高井清「実践の反省にもとづく新年

度の構想」一一電気分解の指導一一 林淳一氏

の意見を取 り入れる。回路学習を基本にする。

回路図と実物との対応,理科 との関 連につい

スr。

01966.5 山田幹雄「 3球 1石 ラジオの製作指

導について」 科学的授業 (教具を多く用いた)

は技術教育のもつ本来のねらいを逸脱している

場合もある。 3球 ラジオはラジオを機能として

のみの認識にとどまる。大阪市の技術学級の実

践。

01966.5 松村文夫「 誘導電動機学習の反省と

今年度の構想」 単相誘導電動機を中心に,原

理を理解するための系統,産業動力源としての

系統,授業案。

01966.6 田近長信「 回路計の学習指導」男女

共通学習,小集団指導で回路計 を指導 した実

践。

01966.6 小山和「電源回路指導の実践記録」
目的を具現する方法や手段を,生徒が主体的 ,

発見的にみつけ出すよう配慮, こまか い授業

案。

01966.6 寺田新市「 3球ラジオ電源回路の指

導 と反省」 ノヽンダレスラジオを利用, こまか

い指導案,オ シロの利用。

01966.6 池上正道「 ラジオ学習のあたらしい

視点」 むずかしいとなげだす前に類推などに

よる指導の可能性を追求する。電流と電子を両

方実在のものとして教える。配線図を徹底的に

暗記させ,実物と対応させる。そのうえで原理

を研究させる。

01966.7 岡田武敏「 系統性をおさえた屋内配

線」 エネノLンギ~変換としてとらえる。指導系

統の分析,発電,送電,交流,電磁誘導などを

取 り入れる。

01966.7 松田昭八「電気分解の指導」一一ラ

ジオ受信機のしくみと製作―一 電気学習の系

統図,指導目標に対する評価 (デ ータ)をあげ

る。

01966.7 志村嘉信「バイメタル の製作 と実

験」 技術・家庭科で自作,理科の実験材料と

して使う。tt「 |と の合同授業として異色,今ま

でにない実践。

01966.8 向山玉雄「授業の中で考えた教科課

程再編の視点」 概念 くだきの必要, こどもの

つまづきの実態,製作の必要性っ

01966.8 高橋豪一「 電熱の学習」 電気から

熱をとり出すこと。発熱体を重視,発熱を電子

の運動で説明,エネルギー変換の基本法則を教

える。こまかい実践記録,学習のせまりかた,

方法で特にすぐれている。

01966.9 宮崎健之助「総合実習としてのけい

光燈の制作」 けぃ光燈を原理や回路学習と合
わせて総合実習として実践。原,材料より加工

し,回路を作らせる。

2.一般普通教育としての技術教育ということ
1であげた論文のほとんどの中に,「一般普通

教育としての技術教育であるから」という意味の
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文章が入っている。これは裏をかえせば,われわ

れが実践している技術教育は,工業高校や,大学

また,企業内で行なわれているような専門教育や

職業教育ではないということをあらわしている。

しかしそのことが実際にでてくる教材や指導内容

にどのようにあらわされてきているのか疑間に思

った。これはひじょうにむずかしいことかもしれ

ないが,普通教育ということをもっと具体的な教

育内容の中で検討してみる必要はないだろうか。

工業高校や大学よりやさしいということが普通教

育なのだろうか,ま た高校や大学にはでてこない

身近な電気器具をあつかうから普通教育といえる

のだろうか。

そこには人間の技術的能力の発達という面から

の検討がなければならないはずである。それには

小学校で,ま た中学校の 1年で何を, 2年で何を

与えたらよいのかという基本的な問題がまずある

はずである。そしてそこには具体的な内容におい

ての積み上げがなければならないはずである。一

般普通教育というわれわれの長年の主張の意味を

もう一度具体的な内容面で考える必要があるので

はないだろうか。現にある屋内配線,けい光燈と

いうのよりも,も っと前に何が教えられていない

かを考えることが重要であると思われる。

3.電気をエネルギー変換としてとりえることに

ついて

電気学習を組み立てる基本的な柱として,電気

技術をエネノじ́ギーの変換としてとらえるというこ

とは,私たちの1貝1(民間教育研究や, 日教組教研)の

中からでてきたことで,一つの大きな成果といえ

る。電気技術を生産技術としてとらえると,ま さ

にエネルギーの変換であって,人類は古くから電

力を人間の生活や生産活動に役立てるための方法

を研究してきたともいえる。林淳一さんの電気学

習の目標 (岩波「技術と教育」))を多くの人が引用
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しているが,これは,私たちの実践の整理や理論

化として多いに利用してよいとおもう。しかし電

気がエネルギー変換だといっても,単に電流が光

にかわった,電流が熱にかわったという,現象面

だけでとらえるのでは不十分である。もし現象面

だけでとらえていたら,電熱器具は熱エネルギー

を,けい光燈は光のエネルギーを,電動機は動力

のエネルギーをということになって,現在の指導

要領を整理するための形式になるおそれ さえ あ

る。今の教科書は,エネノじギーがいかにとり出さ

れ変換されるかと教えないで,変換し,利用する

器具を使 うという面だけしか教えていないことに

注目すべきである。 8月 号で高橋さんが発熱体を

重視し,電熱を取 り出すことに学習内容の重点を

もってきたことが重要であると思う。

林さんは電気教材の目標をみちびき出す前に電

気についての科学や技術の歴史を分析しているこ

とも合わせて注目する必要がある。歴史的分析な

しには,単に現象面としての電流の作用を教える

ことにとどまってしまうからである。もしエネル

ギーの変換として何が重要であるかを探ると,あ

きらかに機械的な力に変換する電動機になるはず

であるcと ころが電動機については保安管理が主

でなぜまわるかという原理が附lTI物 としてついて

いるにすぎない。これからは,なぜまわるかを発

展して, どのようにして電流から回転力を人類が

作 り出しかたに重点を向けるべきではないだろう

か。また,電力 (エ ネルギー)では電動機につなが

るための教材の再構成をし,電気学習の前半の中

心を電動機におくような計画を考えてみる必要が

あると思、うc

また電気のエネルギー源としての利用は,電気

の生産・使用の物理的本質であるばか りでなく,

生産技術の使命でもあるが,こ れだけで全部の電

女t技術をとらえることはできない。電信,電話,

他の通信などは,エ ネルギーの連続的な伝達や変
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換ではなく,信号,パルス電流を伝達することが

主で技術的にはちがうものだからである。

4.回路の学習を大切にするということについて

電気学習では回路の学習を重視しなければなら

ないということが一般的になりつつあることも,

私たちの研究の成果だと思う。これは,電気装置

や機器が働くときは必らず回路を作って働くから

で,逆にどんな回路を作るかということは技術的

な大きな課題である。したがってこれからも回路

について教えるにあたって,子どもはどんなとこ

ろにつまづくか,ま たどんな回路を与えればよい

かというような具体的な問題について研究を続け

ていく必要がある。

どんな教材を使っても,回路について教えれば

よいというものではなく,そ こには,かんたんな

回路から複雑な回路へと発展する順序性があるし

回路の中の何を教えるかも重要である。そこには

すべての回路を考えるにあたって基本となる共通

な考え方があるはずで,そのことを最も大切にし

ていかなければならない。池上氏が, 6月 号でラ

ジオ学習の新しい視点として,配線図を暗記させ

ることにより,配線図全体の中から部分をとり出

して研究させた り,組立て作業をたしかなものに

するという実践も,単に回路を大切にするという

ことではなく,回路図や配線図の中で自由に考え

させることによって逆にむずかしい理論もかなり

理解するようになり,特定の興味ある生徒でなく

ごく普通の生徒が,どんどん配線図をかいて,電

気技術を考えていくという能力を考えているもの

と思われる。

このようなことを少し発展させると,で きてい

る回路を研究するのではなく,回路のしくみを調

べるところから逆に,回路を作っていくという面

に目を向けていく必要があろう。回路を作ること

により,そ こには許容電流の問題や,材料の問題

等どうしても自分で解決しなければならず,その

ことを通して,われわれの技術を教えることの本

質にせまれるものであると考える。

5。 電気学習は 2年生から

3月 号で竹下氏は,電気学習も2年生から指導

することが必要なことがかいてある。他の実践の

多くも,イ 学`校の理科教育と中学校の理科教育で

何が教えられているかを調べて検討している。 1

月号の江口氏の報告の中にも小学校では 1年生の

磁石のはたらきに関心をもつことから始めて, 6

年でのモーターのしくみと働きまで,現在の中学

校で行なわれている,屋内配線や回路学習の初歩

的なことは学習されてきている。また中学校の理

科教育においても2年生より,電流の作用につい

ての学習は行なわれでいる。とすれば中学校の技

術科の学習において,電気教材が 3年だけで教え

られねばならない理由はどこにもないのである。

小学校での学習が多分に理科工作的な要素をも

っているものとすれば,モーターやブザーなどの

模型を作りながら学んできた子どもたちが,中学

校では 3年まで全くあいだがとぎれてしまうこと

になり積み上げからいってもまずいことになるの

ではないだろうか。 2年でやっても3年でやって

も,また 1年でやっても内容によって教育的価値

はかわってくるのであるが,当面,電気は3年だ

けでという考えをすて, 2年で教えるとしたら何

を教えるのか,それを3年にどのようにつなげる

のかを考えることにより,電気学習全体を見直す

視点が生じるのではないだろうか。

思いきって実践してみることである。指導要領

は 3年になっていても, 2年で教えてはいけない

などということは全く書かれていない。やはり,

中学校 3年間で何を与えるのかという大きな立場

で考えていくべきであろう。

‐
‐

‐
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6.回路別ラジオの再検討

現在盛んに使われている回路別ラジオが最初に

作られたのは,指導要領の改訂により現場教師の

現職教育にラジオがとりあげられ,そのテキス ト

として「研究の手びき」が発行された昭和34年 7

月であると記憶している。そして,それが持ち帰

られ,使われ始めたと同時に,教科書にもこれが

取 り上げられ,各教材会社が競争してこのキット

を市販したことにある。本誌でも1961年 6月 号で

「 ラジオ技術学習と回路キット」 と題し
て,解説

したこともある。これによると回路キットの利点

として

(1)学習が非常に容易になる

(2)電子技術の基礎的な事項を徹底できる

(3)応用的な学習に適している

の 3つ を上げて説明を加えている。たしかに回路

別ラジオは,各回路の働きを区切りをつけて独立

した形で理解させたなど,技術科教育研究史のう

えではある種の役割をはたしたが, このへんでも

う一度考えてみる必要はないだろうか。

ラジオ学習においては,原理を一つ一つきちん

と教えていっても,全体としての 3球ラジオの配

線図を理解し実物との対応能力ができなければ,

興味はいちじるしく弱 くなる。これを克服する方

法として, 6月 号での池上氏の実践のように,配

線図をB電源につながる回路,お よび,ア ンテナ

からの電波回路と2つの系統に分けて指導したら

ほとんどの生徒がこれを暗記し,それにより興味

がいちじるしく向上したという実践がある。しか

し,こ の場合も,配線図を回路別に切っていたの

では,電流のつながりや,電波がアンテナより入

り同調,検波され増幅されてスピーカーに達する

というつながりの面は弱 くなるであろう。

回路別ラジオが生徒の配線図理解や認識にいち

じるしい障害になっているのは,ま ず上部配線と

いうことであろう。これは実際にこのようなはん

Iθ

ざつな配線はあり得ないばかりか,取付金具が非

常に多く,配線も最短距離にはなっていないこと

である。おまけに真空管のソケット接続などは,

配線図と逆に対応させないとわからないようにな

ってしまう。第 2は必要な線が多くなり,タ ーミ

ナルが多くなるので,回路と回路のつながりを理

解するのに非常に抵抗があることである。

私はここで直ちに回路別を止めて,普通の市販

のシャシに組めといっているのではない。回路別

ラジオが教育的に効果が高いということに何年も

疑間をもたずに,そのわくの中だけでやって,よ

いものだろうかということである。配線図と実物

との対応という課題一つをとっても,決 して子ど

もの認識に合っているとはいえないのではないだ

ろうか。私はこのことについて授業の中で検証し

てはいないのでデーターは出せないが, クラブの

生徒などに 1台ずつ,回路別でないラジオを作ら

せてみて,は るかに工作上からも配線図の理解か

らも容易であることを感じている。今年は授業も

回路別ラジオを止めて他のものを使おうと準備し

ている。市販のシャシをそのまま使 うと,真空管

と真空管との間がせまく,工作しにくいが,シ ャ

シ加工から始めて,空間にもっとゆとりをもたせ

た大きめのシャシを作れば, この問題は,い っき

ょに解決するし,ハ ンダづけに要する時間も非常

に短縮することができる。

次にラジオ学習ではもう一つ,ハ ンダレスの間

題がある。これは, ラジオ学習に要する時間が ,

ハンダづけに多くの時間をとられ,本来の原理の

学習ができないところから, これを解消すべく,

ハンダレスが流行したのであるが, このことにつ

いても多くの人びとから疑間が出され始 め てい

る。

私の経験でも,ハ ンダレスで 3時間く
゛
らいでパ

チパチと1台のラジオを組み立てさせたときと,

はんだづけをしながら,あ る一定の時間的経過の



中で,組ませたのではその間における子どもの思

考が全くちがう。ハンダレスでは理論+作るだけ

となり,その作ったことは配線図の理解にはあま

りつながらない。やはり,実物との対比の中で,

配線図を照合させ,はんだづけというたしかな技

術的手段を通して組ませたのとはずいぶんちがう

ように思 う。ハンダレスはたしかに短時間で, コ

テを使用せずにできるという点の効果はあるが ,

はたして, これでラジオを技術教育として作った

ことになるかどうかが考えなければならない問題

であろう。理論は理論で教えておいて,組立は,

かんたんなハンダレスでお茶をにごしてしまうと

いう授業形態にはじるおそれがあるのではなかろ

うか。

お わ り に

これからの研究をどう進めるかという主題から

いうとずいぶん書きたらない点があると思う。た

とえば,電気現象の認識のすじ道,科学教育との

関連,原理や理論学習の方法,電気分野で技術を

教えることはどのようなことかなど研究してtrか

ねばならない点であろうと思われる。民間教育団

体は夏の大会が一つのピリオ ドとなって,ま た次

の研究がねられていく。その意味では,こ れから

また来年の10月 号までに, どのような実践があ心

われるかたのしみである。大きな視点からの実践

と,ほんの授業の一コマを取 り出して検討するこ

とと,両方あわせていきたいものである。

(東京都葛飾区立堀切中学校教諭》

その感想と意見

す。 1年生の 1学期間を費やしてミシンとブラウスを

やっと勉強しました。ブラウス製作においては一斉指

導と個別指導の兼ねあわせのむずかしさを知 りまし

た。ガヤガヤと17tめ たり,お こった りしながら,夏休

み前にようやく仕上 り,さ てテス トをしてみると,知

識としての定着ができていません。ほんとうにがっか

りしました。 9月 にはスカー トを作る予定ですが,こ

んどはグループ指導を考えてみたいと思っています。

作品が完成し生徒の喜こぶ姿を見ますとき,他教科で

は味わえない満足感を覚えます。

。このたびの会合ではほんとうにいい勉強をさせてい

ただきました。経験浅 く,未熱なために何の発言もで

きなかったことを残念に思います。技術・家庭科なら

ではできない会合だったと思います。こんないい会で

すのに,地元の京都,滋賀,大阪あたりの先生の参加

の少なかったことが気になります。

。文部省から示されたとおりを忠実に行なっているの

が,私たち滋賀県の現状です。組合を脱退したりする

学校もある私たち職場は,やっばり保守的なのかなあ

―とも思います。志賀先生や,植村先生の学校のよう

に思いきったことのできないのが私たちの地方の現状

です。 (滋 賀県草津市立草津中学校 山本喜美子)

靡鳥靡 1偏蘊‖漁l罵酬|
不安の中に出席した本大会でありましたが,予定の

日時を終えた今,心からのよろこびが湧き上ってまい

ります。毎日を割 り切れないままに年こそ重ねてまい

りましたが,さ らに前向きの糸日があたえられたよう

です。と申しますのは, 1個の民間団体に過ぎない本

会の中において,か くもたくましい歩みが続けられて

いますとは,夢にも想像しなかったことです。就中 ,

植村,志賀両先生の提案には,唖然としました。これ

の良悪には時日を要しますが,現時点においての提案

は極力もっともなことと思います。叉村野先生のたえ

まぬ努力には大いに教えられるところがありました。

本大会の焦点になりました技・家科の本質は何か,ま

た男女共学のことなど決定的なところまでいかなかっ

たことは残念ですが,こ れもやはり過程として必要で

あったものと思います。清原,後藤両先生のご意見な

ども拝聴できたことを嬉しく思っています。最後に本

会の動きが広く広く,私たちのものになっていくこと

を念願するものです。

(広 島県三原市立第 5中学校 秋永良子シ

。 本年から新たに技術・家庭科を担当するようにな
り,今 までになかった苦しみや,喜びを味っておりま
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創造的思考をのばす指導法の研究

一 製作教材の実践を通して一

1.技 術家庭科における倉1造的思考について

最近,各教科においてとりあげている「思考学習」と

いう問題を技術科の立場から実践的に研究をすすめたも

のがこの創造的思考の研究である。

本校では昨年来この思考過程を核にした学習指導法の

研究をすすめてきているが技術科として特に問題になる

のがこの「創造性」ということである。

創造的思考の働く教科内容を特に製作教材にしぼった

のは,生徒の思考の段階に適切であり,個人的な倉1意 ,

グループによる倉1意のまとめなどによる高まりを求めて

指導に当ることをねらいとしたためである。

技術・家庭科における倉1造的思考は,創意・工夫など

の発見や着想を可能ならしめる素地を養うものであ っ

て,全 くの独創や空想的なものをさしているのではな

い。技術に関する基本的な行動について理解し構想をね

る力などを身につけることによってある機会,つまり,

さしせまった課題に直面したときに倉1造的に行動するこ

との力,態度,能力を意味するものと解したい。

技術 0家庭のように,実践を通して一一手・足・頭・

体などのありとあらゆるものの統一として行動―一目的

や課題を解決する方向に努力しながらの活動によって学

ぶこの教科は,やはり,と おリー辺の経験や,こ まぎれ

の知識の獲得ではなく,課題の解決に直接かかわる問題

意識をもたせて主体的なものとして技術や理論が受け入

れられなければならないものであろう。

そのためには,一定の知識を上台にした課題の解決力

を培うよう指導するところに思考の問題が提唱される。

課題を解決するためには,空想的な思いつきや,断片

的な知識によってはなし得ないものであり,やはり綜合

的な手段や,判断力を養うように指導の段階を計画され

るべきであると思う。

2θ

2.技 術科における「 思考力」の吟味

思考力を高めるということは具体的にどういうことを

さしているのか。 1つの問題があるとき,その課題を具

体的な技術,手段によって解決しようとする精神的な働

きである。しかしこの精神的な働きは,基礎を確実にふ

まえておかなければ作用しないという一面と,思いつき

や空想などの偶発的な一面とが考えられる。

「思考」を問題にするときは,やはり思いつきや偶然を

主にした働きであるというようには考えられないので当

然論理的なスジミチの上にのったものとして把えられる

べきであろう。

しかも,課題を解決するための手段としての技術は,

綜合的に統一して,そ して課題に働きかけさせるとい )

心の10」きが思考力として作用するものであると思う。

技術科における学習の方式は,技術的活動という実践

そのものが基盤となって展開される思考であるから,こ

こでいう思考は,製作活動の中にいろいろな不安や希

望,問題などを上台にしてひきおこすことになる。その

視点からいえば,製作教材の位置づけを明確にして,よ

り高価なものをねらわせたり,抵抗の度合を測定しなが,

らすすめていくという課題解決への漸進的な意欲的行動

の過程とみることもできる。この思考の発達を促すもの.

として,ふつう行われている指導方法が「プロジェクト

・ メソッド」によるものであろう。これは,生徒の経験や

知識を基にして主体的に計画を行い,現実の生活の中に

ある問題を解決し達成する目的的活動であるとすれば,

技術・家庭科という教科のねらいにきわめて適切な方法

であり,こ の中に,さ らに生産的実践を加味していくこ

とにより教科の特性をだしていけるものと思う。このよ

うな行動的な自発的学習を指導の原理として展開するこ

とが,生徒に自信と研究と興味とをもたせていく学習浩

作



動 となるはずである。

このような考え方で製作教材の実習例をとりあげて ぃ

1設計,製図,製作,操作,評価,設計という各段階の中

1に求められる生徒の思考は,およそ次の諸能力の高まり

,と かかわるものと考えることができる。

171 考案設計の能力の高まり

に)表現する能力の高まり
171 選択,構成の能力の高まり

l■l 価値半1断の能力の高まり

0 綜合的な実践的能力

`.技
術学習の思考力とその過程

に}学習過程  (題材・飾棚)

学 習 過 程  表 1

この題材のもっている特徴はおよそつぎの点にある。

図 1年生の教材をみると一般に実践されている「本立

て」「花台」などが主となっている。

「本立て」のもつ機能・構造をそのままを生かしなが

ら,独想的な木取りやアイデアを表現することができ

る。

И)材料の組み合わせを多角的にとりあげてより深く材

料研究や経験をふませることができる。

171 共同作業 :個人作業の両者を組みあわせた適当なバ

ランスをもたせることができる。

l」l 時間配当,難易度,設備環境,生徒の心理,興味の

面から考えて適切な題材として計画することが可能。

学習の項目 1学 習 内 容 | 理論,実験,技術,詳価など | 生徒の思考と創造性への結びつき

1.準 備 事
前研究の段

階

考察設計

の段階

1)既 習経験を
もとにして話

しあう。

2)課 題解決ヘ
の意識化。

3)資 材の種類
と強 さについ

て話しあ う。

4)ェ 程につい
て研究する。

1)使 用目的・
加工条件の吟

味

2.構 想のまと
め(個人ごと)

3.構 想図をか
く

4)グ ループの

協議

1)木材による作品を主にして
工作技術や工具の種類をとり

あげて整理する

(作品の構造,機能に気づか
せるようにすすめる)。

2)課 題を設定するための条件
を整理して技術の程度を理解

していく。

構造上の強さ,そ の働きを具

体的な実験によって経験的直

観的理解を深める。

3)木 材の強度試験
角材,板材をとりあげてせ

んい方向と強さについて検

討する。

。水分の多少・含有量による

強さの試験を行なう。

4)工 程における矛盾の一面を
実験的に経験する。

1)事 前研究の過程で得た概念
をもとにして主体的に整理す

る学習一一疑念,不安などか

らより能率的合理的にすすめ

る条件を吟味する。

2)

3)(構想のかき方)

4)同 型,類似のものによる比
較研究によって長短を理解し

1)経験を上台にした話しあいによって,小
学校の作品検討が主。

生徒のこの段階における思考活動は,互い

の経験から製作への意欲をもたせ,気がま

えや自主的な態度を養ないながら,意識化

を徹底するのがねらいどころ。

2)思 いつきや空想, より独創的な意見をだ
しあって生活化する作品を検討する中に思

考活動がある。

製作以前の段階であり,使用目的に見あっ

たいろんな作品があることに思いをめぐら

して解決のための意欲を高める。

3)使 用目的に見あう材料をえらぶ能力,そ
のときに働く思考活動が主。

強度と木目,せ んいの流れと使用法といっ

た理論的理解を前提とした倉1意 ,工夫を促

すように指導していく。経験的取扱い実験

的であることから科学的な思考となる。

4)ェ 程の中における作業の流れを概括的に
とらえ作業の順次性を理論的にとらえる。

能率 0計画性などの重要性を理解する。

1)綜 合的判断の思考力が働く過程であり,
諸条件を全体的に組みあわせてね りあげる

思考である。全体的なものをみつめながら

構想をしあげようとする過程。

2)構 想をまとめる力を主に思考活動が行わ
れる。構想は独自のもので既成概念にとら

われることなくすすめる。

3)製 図の基本を利用しながら実践的能力を
高める活動。

4)相 互の図面研究によって個々人の特徴に
検討を加え,構想力を高めていくことがね
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.3.製作図完

成

3.製 作

22

5)共 同による
構想図の作成

1)グ ループの
構想図を主に

基本的な図面

作成

2)材料表の作
成

3)ェ 程表の作
成

1)製 作準備

2)平 けず り
(あ らけ りず)

3)練 習材によ
る実験

4)材 質との関
連を調べる

5)板 の厚さ決
定

6)木 取り

ていく。

(価値基準のとらえ方

5)(構 想図のかき方 ,

1)」 ISの 内容にもとずく,
製作図の正しい表示。

正面,基準線などのかき方

2)材 料の選択・表の作成法

3)ェ 程の順次性・ 表のつ (り
方。

1)模 型実験からその構造意図
を明らかにさせる。

(教 師実験 )

1)か んな台,か んな身の構造
とその切削理論の実験的な理

解をはかる。

角度をかえることでその切削

角が異な り,け ず り面,肌に
あらわれる状況を観察する。

技術の理論的事項 として特に

重要。

刃先と裏金のあわせ方を理解

する。

・刃先と裏金の関係

4)ス ギ,ラ ワン,ホ ウなどの
板材に理論を適用させる。

板材の名称と切削面との関連

を理解する。

5)実 物に働きかける段階で表)
り (け びきの使い方など)基
準面,下端定規,検査法を加
えて実践する.

6)木 取 りの経済性,合理性を
見取図面や,木取 り図面によ

って研究する。

(す みつけの方法,本 取 り寸

法,工具の使用法)
・切断寸法と工具の関連を明ら

いである。

生徒はグループの話しあいの中から改善の

余地をさがして力を貯える。

5)個 々人の綜合的思考を更に深めたものと
してすすめるグループ製図は,趣味,用途
材料,美,構造機能などを主体的にとらえ
再発見して全体的なものとして構想図がま

とまる。

1)基 本構想を主にして独自の一面を加味し
ながら図面の製作にあたる。この過程で基

本的なものから若千の独自性を入れること

は,個 々の創造性をのばすための意図をも
って実践したものである。

2)製 図 (部 品図)を 基準にして材料の見積
りをする。このことは,見積 りをたてる企
画力,計算力といった思考活動が働く。
3)ェ 程の研究を上台にして表をつくり,そ
れぞれの過程における用具や注意点をメモ

する。このことが後で自己評価と結びつく

ものである。

1)工 具,材料の準備を通して実践力への意
識をつよめて, とり扱いの安全性に対して

注意力を集中する活動。

1)台 の働きを実験的に理解する。台のしく
みからくる働きの予想を考えさせていく。

台の働きは基準面,案内以外にはほとんど
考えられていないのが実状。

また「身」の角度をかえていくことでより科

学性のある切削状況を判断させる思考の場

である。科学的な思考であるが,技術を伴
う面から考えると技術的思考の場である。

3)実践力をつける活動。
刃先の裏金のあわせ方をかえながらそのし

くみを考える過程。実験,実践による試行
錯誤的思考の場となる。

4)板 材のけずる方向を考えさせながらその
向きを決定づけていく。観察,実験などか

ら主体的思考の場として活動させた。

5)逆 目けず り,厚 さの決定条件をふまえて
正しく実践する力が主となる。

実践の場合では, カンナの調整,板材の方
向,切削理論,すべて綜合された中で活動
が展開する。

6)木 取 りの工夫によっては,部 品のとり方
の合理性,経済性が大きく働く場であるこ
とをしって実験的に考える。

木取 り学習の実践は,生徒の論理性や,創
造性の綜合されたものとして実践する場合

が多く,多角的な思考が伴う。基準面を考



4.内 部製作

塗装

評価 と設

7)切 断一のこ
ぎ りの構造 と

使用法

8)切 削一かん
なけず り,木

端,木 口,仕上

げ寸法の決定

9)部 品加工み
ぞつくり作業

10)接合・組立

て

1)内部の構想

2)内 部倉1造

1)準 備・ ラッ
カー塗装,調整

1)設計図の考
案1計

らかにし垂直,垂線の木口木

端の重要性を理解する。

7)切 れるしくみ,切削角,切
削抵抗とあさりの関係を理論

的に理解する。

のこの角度と切れ味の実験c

切断の技術。

8)精 密加工,倶1板の寸法,木
口寸法のおさえかた。

刃先の調整。

9)精 密な度合,ガ ラスの幅 ,
みぞの深さ (上下板)

10)接合強さの試験,組みたて

見本による接合の場所と強さ

比較実験。

1)材 料選択,内部の構成接合
バランス,配置。
2)各 種材料の活用,美的構成
強度などの関連で装飾する。

1)目 止めのし方,素地調整の
し方,調合の方法。
1)自 己,集 団による評価c

えて木取る方法は生徒にとってはかなりの

抵抗をもつ断面もあるc

7)た てびきとよこびきの差を理解して,そ
の切断方法を工夫する態度で学習にむかわ

せる。

あさりの状態と切れ ぐあいの関係から切断

のしくみに関する科学的な思考の場。

8)組 みたてに要する正しい寸法,直角度を
調べ,接合条件をより満足するようにかん
なかけを工夫する。そこに創造への意欲を

上台とする思考があるc

9)案 内定規の扱い方,政 ぞの位置などから
創意工夫の足がか りとしてすすめた。

10)全体的な調和の上に,llll板の固定を考え

足のとりつけ方を工夫させるこ

材料の種類と接合法の関連を考えながら,

1)選択眼,構想力の発展的な思考活動とし
て内部の倉1作にあたる。

2)創 造的思考活動の場である〔綜合的な価
値判断や構成力を核にして思考活動が行な

われる。生徒の,い の動きは細部の構成にお

よび材料を駆使しながら美的で実用性の伴

ったものへとすすむ。 3)目 的的思考。
1)評 価によって次の題材への意 欲 を もや
す

以上のような学習過程で実践した研究は,技術的な思

考の高まりを想定してすすめてきたものである。

学習に際して予想しなかった多くのことを学んだが,

計画の修正が必要である側面も多かった。

生徒の学習活動において「経験しなかった以前の状態

から,学習活動をおえた段階に至った場合の個人的ある

いは集団的な側面においてどのように変容したか」そし

てその「変容の状態」を正しく把える評価基準をどうし

たらよいか。また,こ の「変容のあり方」は教育として

ねらうべき「技術・家庭科的ビジョンJをかか げる と

き,そのあり方やビジョンを明確にしなければならない

し,それに接近し,傾斜していく人間としての態度形成

の一面をより具体的に解明すべきZ、要が生じている。

しかし,「その変容の状態Jは生徒にとってきわめて

重要な生活権利,(生 きる力)と して獲得されることが

望ましい。そこで,経験的行為とその意欲は,創造への

大きな土台となって学習者の心底に横たわると考えてよ

いと思う。その状態が培われるならば,その学習活動は

十分意義があったと考えてよいのではなかろうか。

こういった経験的なつみあげと,技術理論とによって

倉1造性を養い,転移性のある「技術行為」として受けと

められる場合,倉 1造性が培われたと考えてよいのではな

いか。こと技家の教科のワクでみる限り,製作への意欲

と創意,そ していろいろと思いめぐらしながら作業をす

すめている実践的な活動は,生徒の内面的な動きとして

重視し,そ れらを科学的に探求する必要を痛感する。

4.ね らわれるべき能力の視点とまとめ

И 題材の飾棚を作るに際して必要な諸条件を整理 し
て,綜合的に思考しながら考案して,そ れを構想図に

表示する力の獲得c目 的に応じた美ヒさをもち,構造 ,

機能の面からも検討され経済行為の原則にかなった技

術活動をし得る状態に変容されることが重要である。

材)日 常生活の中で用いられているものを再度確かめる

ことによってその技術的意味を理解することから改善

改良の手がかりを求め,創意的実践の発意を促すよう

にしなければならないc

171 創造的層、考の上台となる理論的理解およびイマジネ

ーションを重要視するかまえをもって指導の場にあた

ることが望ましいcと もかくこの研究はまだ初歩的な

ものであり,そ の倉1造性について更に検討を加えてい

(山形大学付属中学校教論う
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計の創造 的実践

-1年 生の本材加工学習―

1。 まえがき

1年生が中学校に入ってまず手にした新しい教科書の

なかに小学校にはなかった英語,技術・家庭科の教科書

がある。

英語については, コーマ字の勉強でした地ができてお

り,兄姉から英語はむつかしいとか,得意そうに辞書な

どをひいているのを見てそれにあこがれたり,英語が自

由にしゃべれたらなあという小さい頃よりの希望がやっ

とかなえられそうだという気持がある。そういう意味で

とくに英語については,新鮮な意欲でとり組 め る と思

う。

それに対して,技術・家庭科というのは,どんなこと

がかいてあるのだろうかと興味をもって教科書を開く。

ところがかかれてあるのは四角な図とか,やたらに矢印

の多い図とかである。さらにくってみると,「本立」が

ある。「ああ小学校で作った。」 「のこ」の図をみて,

「 くわしくかいてあるな,こ れならよくわかる。」 金属

加工の「ちりとり」をみて,「 トタンかブリキで作るん

だなあ, うまく作れるだろうか」 ところが,栽培のと
ころにきて「チューリップや朝顔,ナ スや トマ トも作る

んだなあ。」と,と まどってしまう。しかし,さ きの「本

立」の図をもう一度みて, くわしく作 り方がか ヽヽてあ

る。ちょっとはかの教科書とちがっている。これは,お

もしろそうだと感じるものもいるし,小学校で「本立」

がうまく作れなかったものは不安になってしまう。この

ように興味と不安が相なかばした気持である。

このような状態の 1年生に対して,わたくしたちはど

う指導してきたのだろうか。わたくしは,そ ういう気持

ちの 1年生に「 1.設計・製図」と黒板にかいて教科書
にある配列どおり多少何かの引っかかりを意識しながら

教えてきた。
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ところが,本年は授業に入るまえ技術・家庭科の教科

書について生徒にいろいろたずねた。その返答のあらま

しが上述のようなものであった。 1年生の授業を今年は

2人の教師が組を分配して実施したり,進度とか設備の

ために従来通り「設計・製図」よりしかたなしに入った。

しかし,今年の授業は,今までよりたくさんの生徒の

身のまわりの実例を引きながらどちらかというと興味本

意にやってみた。できるだけ抵抗のないようにないよう

にと,あるときは回り道をしたり,前後をかえたりして

_進めてきた。
この実践記録は, 6月 中旬頃から入ったもので木材加

工は完全に終ってない。夏休みに入ってじゅうぶん反省

したことを中心にかいてみたものである。

2.目  標

木材加工については,設計・製図とちがって生徒は過

去の知識をじゅうぶん活用しようという意欲が感じられ

て授業も生徒に押されぎみであった。

1年生の木材加工では何を教えるのか。ということか

ら考えてみると,

ア 木材の性質,強さ
イ 接合のしくみ (荷重と構造)
ウ 切削のしくみ
工 塗装
上記の4つのことがらは, 1年生の「本立の製作」を

通して学習することがらで「基礎的事項」で2年生の木

材加工とも通ずるものとしている。すなわち,「技術の

理論につながる木材加工の基礎的事項」である。これを

習得するために<第 1表 >にあるような表をわたくした

ちは作ってみた。 1年生の木材加工では,「本立 の製
作」をするための目標を設定し,そ の達成のための「学

習活動」があり,授業に必要な「準備物 (教具)」 があ

―

り|| 昇
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第 1表

葬日

設
　
計

　

一製
作
図
と
製
作
計
画

一　

　

　

　

　

●

基礎的

、事 項

ll図

動標

木
材

の
性
質
、

強
さ

備

○

。本立の条件,構造を知る。
。木材の性質,強 さ を 理 解 す
る。
O接合,塗装材料を知る。
O本立完成に必要な加工法を知
る。
O略構想図
。構想図

O組立図

O部品図

。材料の計算法を知る。
。工程,仕事の概略を知る。

。本立を観察し,条件,構造を
考える。
。木材を観察,実験する。
。接合,塗装材料を考える。
。木材の加工法を考える。

。略構想図をかく。
。構想図をかく。

。組立図をかく。

O部品図をかく。

。材料表をかく。
。工程表をかく。

。すみつけする。       |
。刃先角,仕込み角を測定する
。切削のしくみを考える。

。木材をけずる。

。のみの観察,切削のしくみを
考える。
。安全な使用法を考える。
。糸のこ盤を調べる。
。糸のこ盤を使って木材を切断
する。

。本立の見本
0木材標本 。掛図

つ套暮見本(本立)
。接合塗装材料の見本

掛 図

。すみつけ工具

。木材

O歯の模型

。両刃のこぎり
。木材  。小刃,のみ
。掛図  ‐

1

2

3

4

5

6

。すみつけ工具の使用法を知る
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。
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、
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組
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。のこぎりの身の構造を知る。
。のこぎりの使用法を知る。
Oの こぎりを正しく使って木材
が切断できる。

。すみつけができる。
…
U‐ガ:χ
‐
なあliti石を万る丁

~~~~
O切削のしくみを理解する。
。かんなの使用法を知る。
。かんなを正しく使って,木材
___ハけず_れる。_____一一――――
。のみの構造を知る。
。のみの切削のしくみを理解す
る。
Oのみの使い方を知る。
。糸のこ盤の構造 と使用法を知
る。
。安全に作業する。

くぎ,木ねじ,接着剤の接合
のしくみを知る。
くぎ,木ねじっ 接着剤の使用

でま聟集Ъじ,接着剤で接合
できる。

。すみつけ工具

・ かんな

つ木材

Э掛図

。のみ

。木材

。掛図

・ 糸のこ盤
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一日

一日

。接合のしくみを考える。

。使用法を考える。

・ 接合する。

る。  10素 地みがきをする。

|。
目止めをする。

知る。 |。 塗料をぬる。

。くぎ
。木ねじ
。塗料
。木材
。かなづち

。木材

。目止め剤
Э木材
Эはけ
つ塗料
つはけ
O木材



る。

これを時間数により配分するとこの表のようになる。

(香川県技術・家庭科研究会発行 技術・家庭科教育第
6号 1965 第 4回中・四国研究会特集号 8頁引用)

<第 1表>のみかた。

○は大体において導入の段階

◎は理解させる。理論として整理させるc

●はたしかめる段階で自分の力ではかの場面での応用

力をつけるもっとも重要なところ。

3. 「 本立」と木材加工

<第 1表>は ,「本立」を念頭においてかかれた表で

ある。<第 1表 >よ りうける感じは導入の段階で「本

立」をとりあげてあることは勿論,最後まで 1年生の木

材加工40時間を通して「本立」を作るという筋が一本通

っているのである。いいかえると1年生の本材加工はは

じめから終 りまで「本立」の製作である。

ここで

<「本立」の製作を通して木材加工を学習する。>
<「本立」の製作だけを学習する。>
という2つの見方のわたくしの受けとりかたを説明し

ておこうと思う。

結論からさきにかくと,<「本立」の製作を通して…

…>と <「本立」の製作だけ……>と は同じものであ

る。<「本立」の製作だけ……>と いうのは,「本立」

の製作という目標に向って,木材の性質,強さ,大工具

のじょうずな使い方,荷重や構造の知識など「本立Jの

製作に必要と思われるものはすべて動員して,それらを

合理的に組み合わせる能力こそが技術科の真の力である

と信ずるのである。<「本立」の製作を通して………>と

いうことは「本立」がりっばにできてからいえるもので

「本立」がうまくできないのに木材加工云々といってみ

たところでそれは砂上の桜閣にすぎない。や は り「本

立」を作るということが先の問題である。

モれらは実際の授業でどうだろうかc「本立」の設計
の段階では「本立」の設計以外に何も入る余地はない。

11年生が小学校でも作ったという「本立」の製作をも

う一度中学校で作らせようとすると大体次のようなあり

さまである。

「先生,木やのこはまだですか。1 木材加工の第 1時

間からこの状態である。

「 どれだけの木がいるのか ? このくらいというので
なく,厚さ,幅 ,長さをきちんとかいてきなさい。」

というと生徒は,ノ ートに早速図面をかいている。隣
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のものと話しながらガヤガヤ……相談とも自慢ともつか

ない話し合いでかいているのをチョット見ると,設計・

製図の単元も一応終り,投影法のかき方も理解している

にもかかわらず,左上からみたステ′チ風のものをかい

ている。そして,かかれたものは,等角投影図やら斜投:

影図やら区別のつかないものばかりである.:第三角法で

かいているものは全体の 3～ 4割程度である,

しかしながら生徒の意気ごみはものすごく,新しく自

分で作る「本立Jは どこにもないこ地球上でただ 1つ と

いう大きな構想のもとに考え,かいているということで

ある。 2～ 3つかいてみてどうも自分の思いどおりのも

のがかけないことがわかると,横のものをみたりして他

人のものをまねる。教卓に出してあるいろ tヽ ろな「本

立」を手にとって横から上から観察しているが物さしで

測ろうとするものはいないにもし測りながえ,かいている

と非難されるからである。

このように創造しようとする意欲はおう盛であるが ,

それがしばらくしてすぼみ,やがては、す′tてを模倣す
るようになる。

小学校のとき作った「本立」を参考にしなさいといっ

てもほとんどがはじめから側板,背板.底板と切断され

ているものをペーパーをかけ組み立てた経験しかない。

これらの経験からは組み立て,塗装 くらいしか応用され

ない。したがって,生徒の持っている断片的な経験を整

理して系統だてて知識として与えてや「うなければならな

いと思う。

まず,「本立」を作るという問題l~つきあたったとき

は,い ま,自分の目の前にある2～ 3の「本立Jについ

て大きさ,組み立て方,色などを観察してノー トにか

く。そこから共通′くをさがすctの共通点を今度は自分
の「本立Jの中でどう役立てるか。とい ,その仕方を体

得させ,いつでもその方法を利用しようときめておく。

すなわち, 1つの問題 (「本立」を作る)に対して,

自分の身の回りにそれに近いものはないか (先輩の作っ

た「本立」)それをまず観察して,こ のまま使えるもの

は何かを探り利用する。不足ヒ́てい【tのは自分で補い

わからないときは先生にたずねる:

非常に平面的な記述になったが,1年生の本材加工の
学習活動の系統図を<第 2表 >にかいてみる[ 二こにあ

るふとわくは<第 1表 >の基礎的事項にあたるcく第 1

表>と の関係は,<第 1表 >がたとえば設計・製図での目

標を12時間内に系統化を別にしてかかれてあるのに対し

<第 2表 >は生徒の思考を中心にして抵抗のできるだけ

少ないように並べてみた。<第 1表●を下敷にして生徒



の思考過程を40時間にそって拡大して<第 2表>を作っ

た。したがって,<第 1表>の 36時間を40時間にしたわ

<第 2表>

亘 |

本立の条件をきめよう l①

本立の観察をする ①

1栞
豆あ形喜薫耳みよ

l②
1木取
り

|

↓

|す
みつけ

|

↓

1     

切          断
     |

↓

①l弄爆雪||

本立の形をきめ,製作図をかく l④

学 習 活 動

目  標 1要  項

本立の 11)底板 ,

力のかか1 背板,側
り方。  板の力の

| かか り方 荷 重のかか 1)方

(1)底 板……本の重 き |
背オ反……本の大 き

=|
側板……本の数量 |

(2)力 の方向

けで特に設計・製図で時間の拡大をはかった。学習過程

として設計・製図のうち「荷重と構造」 2時間分を示す。

1部
品加工 |1組

み立て
|

1     

評          価
     |

/    ____

η軍
匿ヨヨ①より背が高い

.底 板,|
背板,側 |

板の条件 |

を考える|

それぞ

れの板に

かかる力

の方向。

本の大 |

きさと背

板の条件
|

5)本 の大
きさと側

板の条件

団 ③ より高いこと,(背板 を高 |

して傾斜させるとこれ
`■

本の重
=

がかかり落ちない。)

巨コーゝ

(3' 本の大

きさと底

板の条件 重

分
　
ｏ

の

十

る

本

を

えヽ

心

考

重

，
′）

の
　
、っ

本

の

団

師

木材の性質を知ろう l③

荷重と構造を理解しよう 塗 装

木工具,木工機械を知る

製作の順序を考え,工程表をか く

<第 3表 >

裏
詩

1時間終り
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本の重′亡、の求め方→キi角線の交点



じょう

ぶな構

な構造

にする箇所→接合箇所

不
安
定

グラクラ動 く

」
目
□

４

」
同
国

口　ＨＨ」」Ｈ

日
［‐ｌυｌ
国

の板

師画

轡 □ 肉 i
ヽ

上にものを
のせられる
本の大きさに限定される

側板の

デザイン

構造図

をかいて

みよう。

時間終り

4.学 習過程

1年生の大材加工の学習過程は<第 3表 >に示したが

例にあるように,生徒のノートを参考にかいてあるが ,

記録を正確に明りょうにとるために特に示した。

5.基 礎的事項について

紙面の都合で要点だけをかくと,

ア,大材の性質・強さ

生徒の身の回りにありもっとも多く利用されている木

材の活用について知識を与えるのであるから,ま ずその

材料を十分理解させることが必要である。

(1)木材の名称を教えるのでなく,せんいの方向と強

さを十分理解させる。

(2)今使われている家具などについてなぜそこにその

木材が使われているかを知る。

旧)木材独自のそり,われ,ちぢみ,な ど外界のえい
きょうによる大材の性質を知る。

イ 接合のしくみ
(1)どんなつなぎ方かスケッチできる程度でよい。

(2)板では家具として使用できないっ容器とするには

どうしてあるかがわかる。

は)自分でできる接合法をさがしてみる.
ウ 切削のしくみ
(1)の こやかんなはじょうずに使えるということは,

目的でなく手段であること。

(2)う まく切れなかった,削れなかったところの修正

法を考え出し自分でしてみる。

は)木材を加工するということを忘れないこと。木材
との組み合わせという点を重視したい。

工 塗装
(1)き れいに仕上げるということをいつも念頭におい

て指導する。

け)水分,湿気などより保護すると役目も十分に指導
する。

月並みの記述に終ってしまったが,現在授業の進行中

であるから,は じめの予定とか目標を述べてそれについ

て 2～ 3の反省をかいただけに終ったが,要は技術科の

理論としてあげられるものは何か,その理論に対して生

徒の反応はどうであったかは後日の発表にした tヽ と思

う。

(香川県丸亀市立東中学校教諭)

教育心理学庭島
判
勇

●辰野千寿著 <現代教職課程全書>

教育心理学は単に心理学の応用に止まらず,教育実践上の
諸問題を,い理学の立場から研究しようとする,それ自身独自
の体系をもつ科学である,と いう考えに立って,児童・生徒
の知識理解,問題解決,技能,習慣,態度,性格などがどの
ようにして獲得,形成されてゆくか,またどのようにしたら
よいか,等々について,学習理論を背景にしてす新しい観点
から論述した。
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木材加工学習の問題点

テープルを台に

木ねじで軽くとめたもの

第 2学年の木材加工学習について考察してみよう。

木材加工は第 1学期に週 3時間で計40時間を配当し,そ

の学習指導計画を次のように展開している。

元
1嵩

||

させる。

1.加工教材と時間
a ァ ー フ ル

簡単なティー・テーブルで脚を固定したもの(図 1)

と,テ ーブルを台の上において組み立てるもの (写真

参照)と 2種類を製作しているが,図 1の lllの 固定式

は製作に40時間を越えるので,組み立て式にきめて40

時間で製作することにした。

b 涼みいす
寝いす式のもので,化繊の布をはる。

c コーナー利用の飾りだな
廊下や室内のコー‐9~― に置いて,花びんをおいたり

そうじ用具を入れておくのに便禾1である。

a・ b・ Cと も材料費はいずれも600円程度であり,

やや高価である。

2.教材の選定と指導の形態

各クラスで a・ b・ c3種のモデルをみせて,自分の製

作したい作品 1点を生徒各自の創意工夫をいかして,ウ

ッド・モデルを製作させる。クラスで希望の多いものを

そのクラス全員が各自のアイデアを取 り入れて製作する

ことにきめる。1ク ラス28名で 5学級あり,週 3時間の

単級の指導である。以下,こ こではテーブルの製作にし

ばって考察してみることにしよう。

3.学習指導の内容
(1)考案設計

屋琴 之孝

活生と業

連

産

関

材

の

木

と

木材加工
|

(角材を利

用した作

品)

a.テ ーブ

b.涼みい

す

c.コ ーナ

ー利用

の飾 り

台

.角材を主と

し,他に新
建材なども

使用させ,

生徒の創意

工夫を重ん

じたい。

手工具より

機械工作に

重点をおき

機械のしく

な・操作・

運転と合わ

せて,安全
作業に留

する。

.ウ ッドモ
デルの製作

を通 じて ,

デザイン 0

荷重 と構造

の学習を

める.

4.木材の組手

・接合法を

理 解 さ せ

る。

正確な製作

と,常 に科

学的な態度

を身につけ

1.考案設計

1)働 きと形態

2)荷重と構造

3)材料 (木材・接

合材料・塗料 0

新建材など)

4)加工法 (ほぞ

み)

.製作図と製作の

計画

1)略構想図と構想

図

2)製作図 (組立図

・部品図・詳細

図)

3)材料 と工程

3.製作

(1)木 取り

2)部 品加工

①のみと角のみ

によるほぞ穴

0昇降盤によるほ

ぞとみぞは り

帯のこ盤

3)組み立て

4)塗装 (オ イルス

テン着色)

積
票
　
習
料

見
り
　
学
塗

1肇

29
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テーブルの取りはずしのきくもの

υ)荷重と構造

各自の製作したウッド0モ デルをテスト・ ピースと

して鋼片の荷重をかけてその強度を測定している。

(3)材料

①木材は角材・板材ともにラワン材を使用する。

②接合材料は木ねじやボンド。

③塗料は,と のこの目止めをやめて,オ イルステイン

による着色をしたあとサンデイング 0シ ラーを塗装

する。

④新建材は甲板や台の前オオイ板にプリント合板,ポ

リ床板などを使用し,新建材の種類や材質を知り,

その利用法を身につけさせる。

(0 加工法

テーブルのわく組みには,第 2学年木材加工の要点
であるほぞ組みを必ず利用させることにし,二方胴う

きほぞを加工させる。

④ ラ

材 料 の 見 積 票

材料の見積 り  1  2年 組   番 (

質  |~寸 ¬ 1数量 1価 格 1購入予定1価
37× 47× 2,000

22× 270× 1,o00

12× 270× 1,000

千_ブル (図 1)(脚を固定したものの例)

2・ 製作図と製作の計画

(1)略構想図と構想図

A3の 斜方眼紙に構想図をかき,設計資料と見積 り

票をみて,各 自のテーブルの寸法をきめ記入する。次

にA3にの製図用紙に組み立て図と,部品図をかく。

共同購入し,合板などは 1ユ ニット 450× 450な どと

寸法をきめて分割して渡すことにして,材料のむだを

さけている。その他,小さな金具類は各自で購入させ

床 板

ヤ 板

9× 490× 625

9× 490× 310

3× 450× 600

9× 450× 600

5.5× 450× 600

4× 450× 600

⑬ラ

①

0座 金 付,軟 鋼 A/15× 75

Ⅳ15× 100

(2)材料と工程

材料は見積 り票を通じて,各 自にきめられた最小量

を申しこませ, ラフン材やプリント合板,塗料などを

30
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ニ
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③

◎

●

０

０

3

格 1備材 料 名
|

材

板
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る。工程表は,各 自の部品図の裏面に記入させる。

5.製 作
学習資料 No.1と して,次のプリントを渡す。

(1)木 IEEり

①あら木取 り  ②木取 り  ③切 断

{:][][くり  {含
み象ξ
け

⑥木材の繊維の方向・節・割れ・表裏などを考える。

⑤のこぎりのひきしろ・かんなの削りしろ。

◎長い角材は,手押しかんな盤にすぐにはかけられな

ヽヽ。

①角材で正しい木取りをするには,基準面をつくる。

◎材料表の寸法より 5mmほ ど大きめに木取りをす
る。

①さしがね・スコヤで角材にすみつけする。

③丸のこ盤または,の こぎりで切断する。

①手押しかんな盤で削る。

①手押しかんな盤で角材を削るためのけがきと削る。

図 1 けず りの順序
BI白 i

③

① Att                  A tti
(基準面 )

①わく材 4本を同じ厚さにするため自動送 りかんな盤

で正確に肖」るとよい。

(2)部品加工

①ほぞ作り

ほぞの種類と用途を考える。

A.すみつけ

基準面にさしがねかスコヤをあてて胴付き線をひ

く。 (角材だから4面に線をひくことを忘れない。)

図 2 左図 2の ように 2本

の角材をはたがねで

固定し,ま とめて胴

付き線をひき,内の

りを正確 に そ ろえ

る。

図 3 左図3の ようにすじ

けびきではぞの寸法

を 3面に忘れないよ

うにとる。

。二方胴付きはぞの

作り方

角材と角材の接

合におけるほぞは

接合部には主としてせん断強さが要求される。

B.ほぞぎり

図 4

丸のこ盤により,斜線部のたてびきをする。

ほぞはすみつけ線の外側をひき, lmmぐ らいふ
とめにする。

。二方胴付きほぞ

図 5

丸のこ盤の補助テーブル (右外側 につ いてい

る。)丸 のこのたてびきを利用してほぞぎりをす
る。

。のこびきでは

図 6 ・一方からひき

・反対にして図 6の よ

うにひく。

・最後にのこを真直に

してひく。

わく本オ

す じけびき

②

Ｂ
面

A lli

_ すみつけ線

|ま たがね/

３

，



C. 月同ぎり

図 7 図 7の斜線部を,丸

のこの横びきか胴付

きのこぎり,ま たは

両刃のこぎりの横び

きでひく。

②ほぞ穴あけ  
桐ぎり

A.ほぞ穴には,め くら穴と通し穴がある。
B。 2本以上まとめてすみつけできるものは,はたが

ねで固定し,す こや,さ しがねですみつけをする。
C。 ほぞ穴はすじけびきで,表・裏にとり,図 8の斜
線部のようにはぞ穴をあける部分に斜線をいれてお

く。

D.a,bの 大きさは,繊維の方向を考える。
E.木 日面 bのまさつを大きくすると強い。
F.ほぞ組は,緊結保持上,ほぞ穴の木日面のまさつ

①の反対佃l
を打つ

図 8

を強くすることが要点。

G。 ほぞょりbを大きくすると割れる。

H.aは ほぞの幅・長さより1.5m mぐ らい小さくす
る。

I.穴あけは角のみ盤と手のみを用いる。

③の反対側
に入 れ る

図.9 <手のみ>

⑤

一
ろ飯 い る

図 10〈 角のみ盤によるほぞ穴あけの順序〉

①数字の順番に穴をあける。

②通し穴をあけるときは,表から 1/2ほ どあけ,あ

34

てた 耐iを

て木をあてたA面をまたつけるように裏返して,

残り半分をあける。

のみの刃の進む方向

ｔ
の
，０

に

す

制
〔職
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工 作 機 械 の 特 徴 と 性 能 一 覧 表
(教科書は開隆堂 技術・家庭男子用 2)

用
油
数
注
穴
物
数
刃
の1~・

V・ WI変速召雀製
一

ｎ 。

モ

ト
種 類 刃物の回転方向

材料の上面の

自動切削加工

途 1 操作上の注意

|

補
助
テ
ー
ブ
ル
付

昇
降
盤

（
丸
の
こ
盤
）

一　

自

動

か

ん

な

盤

．

一

3相 200V

O.75KVV

1800r・ pe m

鍛

（
ク
ラ
ッ
チ
）

手
押
し
か
ん
な
盤

3相 200V

l.5KW
1800r・ pem

3相 200V

O,75KW

1800r・ pem

単相 100V

O.4KW
3400ropern

単相 100V

O。 2Kヽ アヽ

1700repern

単相 100V

O.2 Kヽ
～
r

1700roporn

3相 200V

O.4KW

1段

ク

チ

付

木
　
，
る

の

し

削

上

押

に

ル

で

平

ブ

手

を

り

一
を

面

取

テ

材

下

面

材を手で押し,

ほぞ穴加工

1穴 あけ
座 ぐり

曲線びき

直線・ 曲線びき

(ゆ るやかな曲

線)

はぞびき

1.15参考)

きりの刃先を lm
mぐ らい多く出す

1 ドリルは ドリルチ
ャッ ク1こ 子奮;疑にと
りつける。

取 りつける。

のこの近 くに手を

やらない。

(押 し棒の使用 )
注油

35

3段

椴
　
（
ク
ラ
ッ
チ
）

角
の
み
盤

卓

上

ボ

ー

ル

盤

　

一　

ヽヽ
ヽ
シ

ン

の

こ

盤

帯
の
こ
盤

きり1

きり

(ド リ
ル)

1

1 1

2 1

1

1

糸 の こ

1 0

この
　
１
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学習資料 N02と して,

{:重穐低霞:慮ほと性育ヒー覧:表
のプリントを生徒に波す()

<安全作業の心得>

(1)服 装
①上衣のすそはズボンの中に入力′,そで日,ズボンの

すそなどは締めつける。

②手ぬぐい、その他たれさがるものはからたからはず

す。

③肌はなるべく露出しない服装にする。

④帽子は必ず着用する。

⑤はきものは運動ぐつのように、足の甲かかくれて,

すべらないものを使用する。

①機械を操作するときは,必ず手袋をはずして行なう

(2)行動′整とん

①品物を持っている人の通行を優先する。

②機械の周囲は整とんじ′品物を置かない。

③切りくずは所定の容器に入れる、,

(3)機械操作

①メインステッチ ,分岐スイッチは生徒が開閉しては

ならないぃ

②機械を操作するまえにその構造,機能をよく理解し

ておくこと。

③機械の使用については必ず先生の許可を受けること

④機械の調節については必ず先生の許可を受けること

⑤機械の調節は機械が完全に止っている時だけ行なう

⑥作業中は作業面から目を離してはならない.

⑦作業中は不要な話をしない。

③刃物が破損したり機械に異常があるときはすぐ先生

に報告する.

⑨作業が終ったら必ず始動スイッチを切る:

⑩機械の運動が完全に止るまで絶対に手をふれてはな

らない。

①機械や装置の赤印の個所へは絶対手をやらないこ

<工作機械の特徴と性能一覧表>

35ページの夫

{4)組み立て

まず、わくの仮組み立てをする.仮組み立てではほ

ぞ組みの調整をし′甲板やガラスなどをはめこんで接

着剤で固定する。次に脚の不安定なものは調整をする。

(5)塗 装

36

特にテーブルのわくなど表面にでる個所を 200番程

度の紙やすりでサンダーを利用し素地みがきをする。

オイルステイン着色をし,サ ンディングシラーを塗る。

6.評 価
定期のペーパー・テストと態度で学習の評価をする。

態度を作業学習中の態度と技能にわけて,それぞれ 3段

階と5段階で評定する。

7.今後の課題と考察
(1)学習指導要領の第 2学年木材加工の指導内容を検討

する。

指導要領 (25単位時間)

ア木材・金属材料

木材についてはあげていない。

イ荷重と構造

材料の強さ一一
|~甚縛

~そ

串

‐

5‐,…

…………………Ⅲ

l

構造の強さ  1物体の変形と強さ      |
ウ接合材料   lo変形 (固体)       :
にかわ    1 弾性・そ性変形      :

需 :1蝙轟
`皇

警
則鉄ω
 :

憫痢まあギ。霧曇慮鯉73髪急穆iる強さ:
り使わない  L_……………‐―‐――一‐――一一一………1

工切削油

木工では関係がない。

オ塗料

ラッカ |  |ラ ッカは 1年で使用。

力木工具

のみ―一構造はかんなと同様で 1年で使用してい

る。

キ沢l定器具の使用法

木工では,関係がないc

クエ作機械の使用法

手押しかんな盤をあげていない。

手押しかんな盤で基準面をつくらないと自動かん

な盤にかけられない。

ケエ作法

そ りの修正 0の みきざみ

相欠きつぎ・組みつぎ

ほぞつぎなど。

実習例 簡単な机 0
腰掛けなど

| |う言][i[::‐
と。

以上でわかる通り, 2年技術・家庭科木材加工



で,主体性のある指導内容はわずかに| |で示し

ている補強金具・合成樹脂塗料・工作法・実習例

にすぎない。今後は更に指導内容が精選され,系

統性のある技術学的な内容が望まれる。

(2)木材加工の基礎的事項の課題

①木材の性質

木材の物理的・工学的性質を理解させ,それに応

・組み立て;実験・沢l定などの技術的方法じた加工

を学ばせる。

②荷重と構造

◎繊維の方向と強さの関係 |

⑤幅・厚さと強さの関

曇係 1カ
学的に理解させる。

◎荷重の方向と強さの|

⑥木取りのくふう

く́み③切削のし

木工機械の刃物について木工具・
・
◎刃先角・逃げ角・切削角・すくい角の相互関係

⑤切削作用 (引張り作用・せん断作用)

◎切削抵抗・切削速度の関係

を理解させ,金工学習の発展へ系統性 を もたせ

る。

④接合法

③くぎ・ねじの緊結力

⑤接着剤の種類用法による接着効果

を理解させl構造や機能によって,接合や接着の

方法や材料がちがうことをたしかめる。

Э塗装法

③素地調整と仕上がり効果

⑤塗料と塗装工程

И素地調整 (サ ンダ使用)

И)着色 (オ イルステイン)

171下塗り (サ ンディング 0シ ラー)

l■l目止め

囲ぬりかさね

佛)研磨

m仕上げ

1列塗装用具の管理

とのこ以外の着色斉1・ オイルステインなどを利

用し、能率的に仕上がり効果をだす。

⑥木材産業の現状と生活との関連

③加工して材料にする木材の第 2次利用の面と,接

着技術の発達による製品化の第 3次利用の面の両

面について理解させる。

⑤第 3次利用も手加工から機械加工による量産化へ

のうつりかわりのすじみちを理解させる。

(岡 山大学技術科教育研究会)

その感想と意見

て,こ の会の目的が何であるか,また,分科会で何を

話し合うのか,おぼろげにしかわからないのでなおさ

らだった。

また,解決を下すことはさける (結論はさける)と

いうことは,研究を今後に残すということで良いとは

思うが,やたらと問題だけを引き出して,こ れはどう

にもならないぞと無力感だけを引き出したようにも思

われた。

たとえば,① 電気学習を通してどんな技術教育が

できるのか。  ② 技術のねらいは何であり,今後
の研究方向をどうするか。  ③ 理論を教えるため

に,どんな教材が必要か。  ④ 小・中・高等学校
の電気学習の関連性において,中学校ではどの範囲の

ものをどの程度まで教えるか。

これらについては,も う少し堀 り下げて検討してみ

(京都市・福井 経博)

獅焉需7論1漁諦濡‖倫1論‖
|

このような全国的な研究サークルに参加して,諸先

生方がずい分と研究に励んでおられるのを見て,それ

だけでも有意義だと思うのであるが,こ のような大き

な会であるほど,次のようにも思えたのである。

分科会は 1つの提案について,その中からみなに共

通の問題を取 り出し,全員で検討し,今後の研究を進

めていくための糸口をみんなで引き出していこうとす

ることではないかと思う。しかし,こんどの場合 (全

部が全部とはいえないが)研究発表会のような印象を

与えるようなものがあったことと,いっぼう問題を提

供しようとして発表した者が,逆につるし上げをくっ

たようなこともあった。

このようなことは,こ の研究大会が開かれるにあた

って,事前に研究発表者 (提案者)お よび一般参加者
への研究大会の主旨の通達が充分でなかったというこ

とになりはしないだろうか。とくに初参加の私にとっ たい問題であった。
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機械学習 12学年)の実践的研究

1。 ま え が き

今までの学習をふり返ってみると,機械学習では特に

理論的な学習に走りすぎて,知識を一生懸命記憶すると

いう学習に陥っていた感がする。したがってその成果が

深化されず,技術・家庭科はむずかしいという生徒の声

になったと思う。この過去の反省から,実験実習を多く

取り入れた学習にして興味とともに本当に原理原則を理

解できるようにしたい。 2年の機械学習は自転車・ ミシ

ンなどを通して学習するのであるが,なるべく多くの機

械に接して学習したい。

(1)学習指導にあたって

われわれの技術科教育の対象は「生産技術」であ

る。人間生活の基礎が生産にあるとするならば,技

術科教育によって最も基礎的な人間教育を行なうも

のである。これとともに生産技術の歴史には進歩が

あって退歩ということがない。したがって積上げの

法則にしたがって無限に発達することを念頭におい

て指導に当りたい。

佗)どんな教材がよいか

基礎的な機械要素を多く含むものがよいことは常

識であるが,生徒の身近に接するもので自転車・ レ

コードプレヤー・ ミシン・家庭電気製品・学校施設

の木工・金工用工作機械など,多 くを利用し共通点

や相違点を見つけだし導入や学習活動をさせたい。

{3)教科書の取扱い

教科書は大体学習指導要領に準拠してできている

ので,必要事項は網羅されているが,指導方法や学

習活動の流れによっては教科書の順を追うのは不便

な時もあるので参考書的取扱いをなすことも一法で

あろう。
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2.機 械への導入

(1)日 常生活と機械の利用

機械がどういう人間の意図から生れて来たか,そ
れがどう発展してきたか。また将来どのように進歩

してゆくものかを考えることは,単に知的理解だけ
でなく,思考学習の前提となると考える。
人間の手足のかわりになる道具を作り,改良し,

組合せたり,他から動力を得ることで人間の何倍も
の能力を開発してきた過去の歴史を,手足の指を使
って織物をしていた技能がはた織機となり自動織機
へと発達してきた例などをあげてIER扱 うことは一層

理解を深めよう。また道具と機械との相違′点に気づ

かせて次の導入とする。

(2)機械とはどんなものか

いろいろな機械を準備しそれを形状,静止の状態
から動く状態を観察し,その結果を発表させ,足ら
ぬところは発間誘導しながらまとめてみる。すなわ

ち次の4つに大別される。

① 動力を受ける部分
② その動力を伝える部分
③ その動力を受けて仕事をする部分
④ それぞれの部品を保持する部分
また変圧の機械になると,こ の外に制御装置や緩

衝装置が付属することも発見させたい。結局機械は

他から動力を受けてはじめて運動をするものである

ことに気づかせて,次の段階に進ませたい。

(3)機素と対偶

機械の組みたてかたや運動伝達のしくみを調べて

みると,簡単な原理からできている共通的なものが

多い。機械はこれらの応用であることを指導する。

この共通的なものにはすべり対偶・まわり対偶・ね

坂  本 耕  策



「

「

機 械 の 4主 要 部 (例 )

機械名
動力を受ける部分

足からペタルに動

力を受ける

足から踏み板に動

力を受ける

クラン ク,チ エ ーン

フ リーホイール

クランク,ベ ル ト,
車を経て送 り,針棒
の往復運動にかえる

後車輪が自転車を動

かし仕事をする

針を上下させて縫 う

仕事をする

各部分を車体で保持

する

脚部,テ ーブル頭部

などで保持する

動 力 伝 達 部 分 1 仕事をする部分 1保 持 す る部 分 |

じ対偶・球面対偶 (図 1)があり,こ の対偶が相互
に運動をしているものである。これをいくつか組合

せて機械を構成するものであるが,効率よく運動を

伝えることのできるものであることがたいせつであ

る。この指導は語句にとらわれず具体的な教具を利

用して理解を助けるがよい。

図 1

すべり対偶 まわり対偶

ねじ対偶 球面対偶

3.機 械要素

機械の4主要部について順次に学習するが,運動の伝

達については重点的取扱いをする必要があると思う。

(1)運動の種類

① 回転の伝達を回転計で測って原動側・従動側の
回転数を知り,回転速度の変化や回転力について

考えてみる。

② 回転方向についてどのような転換がなされてい
るか観察する。

③ 回転方向がちがった運動に変換されていないか

観察する。

④ 線運動(図 2)。 ……物体の方向は変らない

(平面運動・直線運動・往復運動)

回転運動(図 3)…。1`点を中心として円運動

(回転運動・差動運動)

平面運動 往復運動

回転運動

佗)伝動用機械要素
差動運動

伝動にはいろいろな機構があるが,それを観察や

経験によって次のように大別する。

(リ ンク装置

これはくわしく取り扱えばかえって深化をさまたげ

ると思うので次の表程度に扱ったらどうだろうか。

カム・ リンク装置については,比較的くわしく取

り扱ってみたいと思い,男」に項目をあげた。

② カム

すべり接触で原動側が回転し従動側に周期運動

を伝える。カムの構造は簡単であるが複雑な運動

を伝えることができ,多 くの機械に用いられてい

る。その原理は二等辺三角形を使うて説明する

`
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動 機 械 要 素 一 覧

軸と軸つぎ手

軸

軸

ク 軸

円 筒 ま さ つ 車

円 す い ま さつ 車

平歯車

かさ 歯車
はすば歯車

ウオームとウオーム車

ラックとピニオン

曲げ荷重

ねじり・ 曲げ荷重

ねじり・ 曲げ荷重

まさつ力

押す力

すべり作用

動

ン

車

伝

ク

ま さ つ 車

媒

介

伝

達

ベ  ル

ベ  ル

卜 と

卜 車

プ と
プ 車

チ エ ー ン

板カム (ハー トカム)の形状

a.回転の中心 0を中心として任意の半径で円を

かく。

b.円周を12等分する。
C。 二等辺三角形の底辺を等分する。

d.円周の等分
`点
の半径の延長線とに三角形の底

辺に対応する等分点 (1～12)に応ずる円周と

の交点をとる。

e。 これらの点を順次曲線でむすぶ。

f。 このようにして得られた曲線を輯郭にもつ板

をつくる。

この取扱いはむずかしいので図表にしたものを掲示し

てかんたんに説明するとよい。

イθ

これを応用したものに次のようなものがあるが模形

を準備して示した方が,その動きを的確にとらえる便

があろう。

教具を利用して運動変換の事実を認識し,事実とし

て受取り,理論的な取扱いは中 2の段階では困難であ

ろう。尚これらは等時周期運動をするものでもし往・

板カム

回転→直線

みぞ付きカム

回転→揺動

ll・
i石 t・ 運動カム

直線→直新t

平ベル ト

Vベ ル ト

ローラーチエ ン

サ イレン トチエ ーン

引張 り力

まさつ力

用 途 お よ び 関

車軸など。軸受メタル,玉軸受,コ ロ

軸受,か みあいクラッチ・ 自在継手・

筒形継手, フランジ継手

動力伝達用,マ サツ係数変速用

諸機械の動力伝達用

各歯車の名称・特徴・回転比 0回転力

・変速装置

回転
=直
線運動

間隔のある2軸間の動力伝達用
オープンベル ト, クロスベルト

直角かけ,張 り車,張 り側,た るみ側 ,
接触角,回転比,変速装置

131′ :::鐘理}の動力伝動
運搬・荷役・伝動用

=  は

flめ板カム

回転→TFI線

用 表伝①



■
「
１

復何れかが時差を必要とする時の工夫など,生徒

も自から判断出来る問題であろう。

③ リンク装置

転運動となるが ,

る。 (限定運動)

自転車のペタルを踏む脚の

形から左の図を示し, リン

ク装置学習の導入をする。

厳密には 5節 となるがかか

とと足先を 1節 とみると4

節となる。ももは揺動運動

ひざは上下運動,足先は回

その運動範囲は自から限度があ

これと同じような運動をする連接棒を作ろう。

3本 05本のリンク装置を準備し,それを示して

どのように動くか参考として示し目的にかなうも

のであるかどうかを考えさせることも, 1つの指

導法かと思う。

準備 割りばしとはりくぎ (厚紙とおしピン)
任意の長さabcd 4本を用意して接合してみる。

0は動かずlBlは不規則,複雑な運動をする。そこ

で4節 リンクを作って動きをみる。動かぬ時はそ

の原因を考えさせスムースに動くためには接合の

順が一定のきまりがある事に気づかせる。

a.固定する部分をかえてみる。
b・ 棒の長さを 1本だけかえてみる。

C.固定する棒や棒の長さによって運動のしかた

が変ることを認識させる。

d.生徒の実験結果を発表させ,足らない所は準

備したリンク装置模型を示しその動きを知る。

e。 一定の運動をするのは 4節回転機構 (4節 リ

ンク機構だけであることを理解し, 目的に合う

棒の長さを作ることが出来ることを強調したい

f.ま とめて下の表のように一覧表にする。

このリンク装置のリンク1本をスライダに置きか

えてみると,いろいろな機構が生れる。揺リスラ

イダクランク機構といい蒸気機関・形削盤のラム

送り機構・液圧機関などに応用されている。

図面より,できるだけ模型を準備して,回転運動

がこのように変わるんだと,事実によって理解す

る指導のしかたがよくはないかと思う。

(3)締結用機械要素

機械部品各部分を保持するため固定する必要があ

り,その仕事をするのが締結用要素である。この締

結要素はねじり作用・せんだん作用・引張作用など

の荷重がかかるので,それに耐えるものでなくては

いけない。また締結がゆるめたり,あ るいは固く締

めたり,あ るいは永久的に締結する必要もある。こ

途

てこ ク

機構

ランク
α+み <ε +ご

α十グ>わ十ε

ミシンの踏み板とピッ

トマン棒の運動など

クレーン・扇風機の首

メトリ

四輪車前輪かじとり

´

,,「

｀
て
て

~万
7■

、

1:

d

ロ

両てこ機構 両方てこ

両方

回転運動

称 1運  動 1 棒 の 長 さ 1固定部分

Bが Cと 直線にな

れるがαとは直線

になれい長さ

α+ι <ε +ご

α十グ>わ十ε

両クランク機構

最短の 回転ポンプなど
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のような諸条件が満足されるものでなくてはいけな

いことを十分思考させねばならぬ。

① ねじ
ねじは最も身近に接しているもので,どのよう

な原理からできているかを考えさせる。まさつや

ピラミットを造った古代人の故知 (傾斜の利用)

などから導入する。三角紙を円筒形のものに巻き

付けてできた曲線にそって,みぞを突起をつけた

もので,おねじ・めねじがあること, 2つあって

ね じ の 種 類 用

主 として固定用

はじめて仕事をすることを理解することがたいせ

つである。

② ねじの規格
経済性・互換性の必要から工業規格のあること

を知り,その表示法を理解する。

a.メ ートルねじ 並日と細目ねじ
メートル法による外径を表示 (単位mm)

(例)M8 メー トルねじ並日外径8mm
b.ウ イットねじ

外径をインチ単位に表示する

(例)W3/4 ウイットねじ 外径 3/4イ ンチ
③ ねじの種類と用途
実物を見ることが理解には一番の近道なので,

できるだけその教具を準備することがたいせつ。

万力,ジ ャッキなど,その他自動車・農機具の破

損品を分解して教具集めができよう。なお町の古

物商に頼んで蒐集することも考えてよいことだ。

目的によって 2条ねじ, 3条ねじを使用するこ

とも忘れず取扱うこと。

長特途

じ

じ

じ

ね
ね
ね

じ

ル
ト
ィア

ね
ト

ッ
フ

″
ィ

ニ

角

メ

ウ

ュ

製作容易,細 目ねじと並目ねじ

互換性―一大量生産――経済―― JIS規 格

摩擦抵抗少なく効率がよい 万力,プ レス,ジ ャッキに利用

旋盤の親ねじなどに利用,台形角度 29° と 30° がある

一方向にのみ荷重のかかる伝達。移動用

形

力 の 伝 達

位 置 の 移 動

の こ 歯 ね じ

tan θ=ib

丸 軽いものの固定 接触 なめらか,荷重のあま りかからぬ ものに利用。

ねじの利用から締結要素として次のようにまと

める。

じ (ビ ス)
小さい部品の取

付けおよび締結

自在締結
ボル ト・ ナ ッ ト 一 般 締 結 用

部品結合ゆるみ

止め

永久締結
板 材

の結合
形 材

回転部品の固定 軸材質よりかたい鋼,特殊鋼で作る。

a.締結要素
b.締め付けについては, トルクレンチの取扱いも

ビスといい 8φ 以下の小さいもの

頭部割形や十字に切 り込み,平 ,´半丸,皿など多し

頭部四角と六角あり,通 し,植込み,押えの各種あ
り,ナ ットも目的によって座付,袋,みぞ付,円形,
ちょう,ハ ンドル付などあり。

平行,テ ーパ,割 ピンがあり 軟鋼,銅 アル
ム,黄銅などで作る。

接合する材質と同じものを用いるが一般に軟鋼, ア

ルミニウム,ジ ュラルミン,鋼,黄鋼など展性のあ
る材料を用いる。

`2
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忘れないこと。

C.リ ベットのかしめかたについては,町きすぎ
て薄くなりがちであるので,技能的な取扱いも

必要である。

14 制御・緩衝用機械要素

自転車で坂道を降るときや速度を落すときどうす

るか,悪路でも乗心地をよくするにはどんな工夫が

あるかなど生活経験を通した質問によって導入し,

運動の制御・緩衝用機械要素に気づかせる。

① ブレーキ     ｀

a.ブ レーキの機構については,どんな作用によ

って制御されるか,ま たその部品はどんなもの

材 料 1効

でできているか,実際に自転車で調べ,ま さつ

抵抗を利用したもので,ま さつ系数の大きい材

料が使われていることを理解させる。

b.自転車に取付けてある2種のブレーキは,機

構が異っていても,原理は同じであることを理

解させるように指導する。

C.こ の 2組のブレーキの効果について,どの機

構がすぐれているか比較させてみて,それがな
ぜかを考えさせる。

d.以上によって次のようにまとめてみる。
② ばね
a.自転車サ ドルのばねから,いろいろなばねを

機械の種類,使用の場所によっては木,皮 ,

石綿織物を使用する。

整備のとき,潤滑油などを注入しないように
すること。

考備称 果 |
プ ロック ブ レーキ ゴ ム

ド ブ レーキ 木,皮 ,石綿織
物を張った鋼帯

構造かんたん

効果 小

効果 大

連想させる。

b.生活経験によって発展する内容で,学習に必
要な種類は大体出てくると考えられるが,と き

には「たけのこばね」がでないこともあるので

せん定ばきみなどを準備するがよい。

C.どんな役目を果すものか分類してみると次の

表のようになる。

自動車,貨車, 自転転車など
とけいのぜんまい

紙はさみ, クリップ

紙はさみ,せ んた くはさみ, クリ
ミシンの糸 とりばね

例途用種作

衡撃を緩和する

原動力 として利用する

物の重 さを測る

圧力をかける

運動を制限する

コイルばね, 重ね板ばね

うずまきばね

コイルばね
ね じりばね

枢むゴね, コイルばね
板ばね

(5)管用機械要素

G 管
自転車の本体の管 (パ イプ)よ

がどのような利用のしかたがある

る。ガス管や水道管,あ るいは雨どいの立パイ

などを連想されると思うので,種類や用途など

次の表のようにまとめさせてみる。輸送の働き

気づかせること。

プ

を

ンこり導入して,管

かを考 えてみ

鋳  鉄
引 抜 き 鋼

継  目  金岡

鉛

銅

た わ み

耐食性に富む

形状正確強力

鋼板を曲げて作る

純鉛,鉛合金管
たわみ性
耐圧性,耐食性
屈曲自在

管

管

管

管

管

管

ガス,水道の地下埋没管

輸送用,構造用
ガス,水道の配管用など

屈曲自在,耐食性あり,よ れや酸液管用など

圧縮空気,潤滑油,燃料,水などの輸送用

最大圧力 15 kg/cm2ま での輸送用
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② 管継手・弁
a.継手にはどんなものがあるか。流量を制限し
たり,停止させるにはどうしたらよいか。
b.水道蛇日を開放し指で止められるか。
強い圧力のかかるものを制御するには相応のし

くみが必要なことを理解させる。

C.市販の管継手各種および弁やコックを教具と

し準備すれば多くを語る必要はない。

d.ねじが細目になっていることを理解させる。
e.ユ ードル弁 ◆チョーク弁・絞り弁など,名称

を紹介する程度でよいから取扱ってみたい。

(佐賀県唐津市立第 2中学校教諭)

岡 邦 雄 編 明治図書刊

500円「技 術・ 家 庭 科 授 業 入 門」

本書は産教連研究部のメンバーや定例研究会に集まる

人たちによる現場における実践的研究の集成である。集

成といっても,手ぎわよく成果だけをならべたものでも

なければ,.す じ道だてを急いでいるのでもない。模索,

錯誤,苦しみ,たて直し………などをつきぬけて,それ

ぞれの授業を組織した過程と到達点が報告されている。

よく, “考える授業"と いうことがいわれるが,考える

授業を組むためには,教師じしんがまず考える必要があ

る。この書には, 日常実践のなかで考えぬいている,あ

るいは考えぬいてきた現実的・具体的な教師のすがたが

ある。編者じしんも,あ とがきで,「いずれも重要な問

題について質実な実践を上台に,それぞれ独自の研究・

調査・提案を試みたものばかりである」といっている。

編者が,「われわれは,本書にまとめられた各篇が示

している意見に必ずしも何か共通のものを求めようとは

しなかった」というとおり,自 由な見解の提示が見られ

るが,そ こには,おのずから見解の帰一している部分も

多い。203を例示すれば,つ ぎのとおりである。

① 感性的経験の重視とそこからの出発
「まず 1ばん簡単な道具を,彼らのまだ小さな手に握

らせ, 1ばん簡単な教材を与えて加工をやらせる。その

過程で子どもは………(中略)・……なかなかうまく行かな

いことを体験する。そして,結局,仕事がうまく行くた

めには,物の法則,すなわち自然科学ないし技術学の法

則に素直に従わねばならぬことを,い くたびかの失敗の

後に痛切に感じとる。法則を知識で理解する前にからだ

で,身に泌みて習得するのだ。……」 (V.p227, こ

れは編者の主要な視点でもある。)「子どもたちの物質に

関する思考力や概念形成は,感覚や経験によってしか発

達しない。……・(しかし技術学習を通して子どもたちに

与えられる経験は,その法貝1性の認識に必要な概念を形
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成するために,通過しなければならない順序,ま たは段

階に従っていなければならない。……・」(Iの 2, p12)

「機械について生徒が日頃の生活経験の中から単純な形

で構成して来ている認識構造を,……系統化された認識

の構造に変容させ……・」(Ⅲ , p93)

② 子どものおどろき,つまつぎ, うたがい,あやま

り,漠然さの確認とそこからの出発。

これはCの観点から当然出てくることである。 Iの 3

(p20～21)の エ ピソード,Ⅲの6(p138～ 139)の

<生徒の疑間をどう組織するか>な ど,その例であろうっ

③ 技術 0家庭科で学ばせなければならないこと,に
ついての仮説があり,それを実践的に検証していくかま

えが共通にある。

このことは,し ごく当然のことかもしれないが,一般

にはネグレクトされていることではないだろうか。仮説

一―検証のくりかえしのなかから,真に価値ある授業は

生み出されてくる。

④ 話し合い,た しかめ合う研究サークルの必要につ

いて痛感している。

実はこれら執筆者たちじしん,話し合い,た しかめ合

うサークルのなかで,実践をたかめ,発展させてきたの

である。

この書が,技術・家庭科における安全の問題に重大な

関心を示していることは,20ページ以上のスペースをさ

いていることからも知られよう。Vの「技術を教えると

はどういうことか」は科学 0技術史研究家として名のあ

る編者が, 2年有余にわたる定例研究会への参加をとお

して感じとられた「技術・家庭科」の混迷からの脱出を

念じて,専門的見地から述べられた指針ともいうべきも

ので,実践家にとって必読の章であろう。 (後 藤)
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１

特 に 女 子 向 き内 容 に つ い て

今年度はじあての試みとして,家庭科教師向きの講座

を 3講座設けたことは結果的に大変よかった ようであ

る。毎年 2, 3名 にすぎなかった女教師の参加も20名に

増加したこと。受講者のほとんどがこんなよい講座は継

続して参加したいし,も っと仲間にすすめて一緒に参加

したいと感想を寄せていることなどでわかる。

講師の先生方も大変熱心で,予定時間をしばしば超過

し,進行係をはらはらさせたりした。都合で受講されな

かった方のために,以下 3講座の内客のみを要約する。

1.食品科学
天野慶之先生は,「恐るべき食品」の著者であり東海

区水産研究所の技師である。先生の講議内容の主張を要

項から掲載すると,

◇

たべもりの科学は,生産技術の開発に始まったといえ

る。それと同時に,食品の成分内容の検討がおこなわれ

品質や栄養価との関連がしらべられ,人の生命に必須な

諸条件が吟味されてきたと考えてさしつかえないであろ

う。また,こ れに付随してたべものに起因する危害につ

いても,多 くの経験から対策がたてられ,人の健康を守

るための食品の管理がおこなわれてきている。

食品の生産・その種類には地域性がある。このことが

その住民の食生活を大きく規制する条件となっている。

人日の増加にともない,こ の地域性を打破する努力がな

されてきたが,天然物である食糧では幾多の困難がそれ

をこばんでいる実情である。食品の科学技術の発展がも

っとも期待されているのは,こ の分野だというべきであ

ろう。

食品の品質もまた人の管理下に置くには,あ まりにも

複雑微妙なものである。しかし,食品の対象となる陸上

の栽培植物,飼育動物では,あるていどのコントロール

に成功している。しかし,そ こでは生産の向上と品質の

それとがかならずしも同調できない部分があることを否

定できない。水面からの食糧については,品質の制御は

もとより生産の点でも,一層の困難があり,今後の基礎

的研究にまつべきところが多い。

食品は原料のまま,ただちに消費者の手にわたり,簡

単な調理をへて食用されるのが主体であったが,今 日で

は加工され,保存されたのち,はじめて最終消費者に摂 :

取される機会がより多くなってきている。直接,食糧の

生産に携わる人々がそれほど多くないのであるから,こ

れは当然のことである。

加工処理をへた食品は,も ちろんその原材料からみれ

ば形質を異にしている。加工食品の品質を判定する場合

も,これが障害となり,適当な基準を見出し難い。した

がって,加工食品の品質もしくはその保証は,加工食品:

工業の手にゆだねざるをえなくなる。中間業者の能力も

十分その品質を判断するだけの水準にない。この傾向は

これから一層強められていくであろう。したがって,食 :

品を正当に評価する技術は,健全な食生活をいとなむ上

に大きな比重を持つことになる。しかし,そのような技 :

術も,そ の裏づけとなる科学技術もかなり立ちおくれて

いるのである。その大きな原因は,食品に関する科学技

術が,主 としてその生産者側の利益に傾斜しているため

と思われる。

しかし,食物が人の生命保持の基本であることを認め

るかぎり,食品の生産者もまた消費者のひとりである。

人の健康を約束するための食品の確保に関して,すべて

の者が共通の利害を持つ以上,私たちの食生活向上のた

めの努力は一致できなければならない。

◇ ―一―――一一―一 ◇
今日添加物は360種 に及び,市販食品に依存している

限り平均70種は体内にとり入れていることにな るとい

う。魚肉ソーセージの例をとれば,粘 りを出すため,重

合燐酸塩を入れ,着色のために,タ ール色素や亜硝酸塩

を,人工香料に燻液,防衡剤にフリルフラマイド, ソル

ビン酸,老化防止にCMCと いった具合である。みそ,
パン,粉末ジュース,ア イスクリームなどの例もあげら

れて説明される。この添加物の中には明らかに有害なも

のがあるのに食品衛生法の第 7条では厚生大臣の指定に

よるため,統制がゆるやかで,放置されている状態であ

◇
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る。その他残留農薬など,今や潜在的疾患や慢性疾患が

増大しており,生産者にサービスすることだけを考えず
消費の場から製造工程をみ直し,科学技術の進歩が悪用

されないようにすべきであると強調される。

この講義から私たちは,単なる調理実習だけではなく
食品がどのように作られたか,化学の基礎をふまえた材
料学習をしなければ,危険な食品から人体を守るほんも
のの学力にならないと思ったのである。

2.服装の歴史
「服装の歴史」 3巻や,「あぐらをかく娘たち」「青
の制服」などの著者で女性史研究家であり,小説家でも

ある。又しばしばテレビにも出演される文明評論家でも

ある村上信彦先生の講義は,広い視野にたつた豊富な例

が引用され実におもしろかった。要旨次のとおり,

◇

あたらしい服装史は,服装をただの織物とみず,「人

間が着て暮したもの」とみるところから出発しなければ

ならない。それはいつの時代にどんな服があったかでな

く,なぜ時代が変わると服装が変化するか,なぜ男と女

の変化が異なるか,またその変りかたにはどんな条件が

あるかを明らかにする。女の服装史は,みかたを変えれ

ば生きた女性史となる。服装史を学ぶのは死んだ過去の

事実を暗記することでなく,歴史的な目を身につけるこ

とである。それによって,これまでの衣服史や服飾史が

説明できなかったさまざまの問題を理解することができ

る。

時間の制約があるので,限 られた範囲で触れるしかな

いが,で きれば次のような点について説明したい。

(1)∬ 男女のキモノはなぜちがうか。

今日みるような相違は江戸時代に生じたが,それはけ

っして女の装飾欲のためではなかった。それは髪型,す

わ りかた,歩 きかた,当時の流行にも反映している女の

生活の変化から生れた。

{2)明治以後の洋服の男女の相違。

女の洋装化は男の洋装化より半世紀もおくれている。

女の洋服は自由ではなく,女のゆるやかな解:枚とともに

フト難や軽蔑を浴びながら徐徐に普及した。その事実と理

由。

(3)服装の美しさとはなにか。

服装の美は織物の美しさではない。生活と様式が一致

したときの魅力である。したがって素材や染色よりも形

が決定する。生活の変化につれて魅力も変化する。明治

以後今日まで,魅力は機能性と結 びつ いて発展してき
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その具体例。

(4)現代の服装史の課題。

現在のいちばん重要な問題は,男 女の服装の性別が失

われつつあることである。その意義と将来の展望。風俗

と流行の区別 (た とえばキモノ・ブームの本質)。  その
他,さ まざまな現実問題。

◇

女があぐらをかくということは,女 らしくないことと

して非難されるか,ズボンをはいた場合はかえって自然
である。二部式の裳やはかまをはいていたころは立ひざ

をし,あ ぐらをかいて座っていたが,室町以降着流しと
なると,すわるという習慣になった。嫁入り婚のはじま

った時代であり,すわることはへり下った姿であり,女

や町人の身分の低さをあらわしている。

洋服が着られるようになったのは明治時代であるが,

いち早く軍服にとり入れられたので,男は洋服を着ると

いう概念が植えつけられた。又官服にも採用され,校服

にもとり入れられたので,民間もまねるようになって普

及率も早かった。しかし女の洋服は,男 に比べると非常

におそい。鹿鳴館時代にはなばなしい洋装姿の社交婦人

たちが登場するが,不平等条約破棄のためのデモンスト

レーションで,一着80万円 (当時400円 )も するような

衣服はとうてい一般庶民のものとはなり得なかった。明

治25年イギリスの制服を真似た看護婦の制服が洋服のは

しりであった。外国人教師からいすにすわったときの着

ながしは前がはだけるからはかまるつけるようにと注意

があり,女子学生の制服は男ばかまをつけることになっ

ソtl。

働く女たちの職場として繊維工場があったが事故防止

のためにも洋服着用の要求がたびたび出されたが,会社

側は受け入れず,大正の末期まで和服になす紺のはかま

の制限であった。車掌が女性の職業となると,和服では

どうにも仕事にさしつかえるので,洋服型の制服がきめ

られ,一般の制服も徐徐にこれにみならうようになって

いった。このころ一般の人びともアッパッパーを夏きる

ことから洋服型の女たちの風俗移行がはじまる。これは

日本人独自の発想で,けっして欧米からの直輸入の洋服

ではないので,和服,洋服という呼び方はおかしい,と

指摘される。着ながしに帯という和服は,明治を境にし

て洋服型のキモノに変ったのであり,今 日の日本人の服

装である。風俗は輸入できないのだから,和服は歴史的

衣服ではあっても,日本の民族衣裳でない と強調され

る。

◇

◇
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今日の和服ブームは,業者によって作られたものであ

ること。一般の人びとの生活はむしろ機能的な服装を望

んでいるのであって,遠からず,女性の服装はズボンを

はくことが一般化してくるであろう。服装の差も変わる

のであって,時代にマッチしたものが差としても共感を

呼ぶと,島田まげから束髪に変ったときのことなどおも

しろい例をいくつか示された。

この講義の中心になったことは,「歴史的な目をもつ

こと」であったと思う。だから被服教材選定の基準は,

現在着用されている代表的なものではなく,将来の生活

はどう変わるか見とおしをもったうえで,教材がきめら

れなければならないと思ったのである。

3.家族関係
社会科学者として,特に女性労働問題を研究され,そ

の方面の著書も多い,群馬大学で教鞭をとられる嶋津千

利世先生は,又 日教組や,母親大会の講師として幅広い

活躍をされておられる。家庭科の基本的な視点である家

庭関係をどうとらえるか講義の中心課題にみえていただ

いたが,全講座のしめくくりとしてもふさわしい,名講

義であった。要旨次のとおり。

1.技術 0家庭科における「家族関係」の位置
現在の技術・家庭科では「家族関係」はあつかわれて

お りませんが,家庭科教育に「家族関係」あるいは「家

族」の問題をとりのぞくことはできません。むしろ「家

族」を家庭科教育の中心にすえなければならないと思い

ます。それはたんに,「家庭生活における家族員の結合

関係」などというように家庭経営の一部としてとりあつ

かうのでなく,人間形成の基本的課題を追求する歴史的

範ちゅうとして小中高をとおした系統的な科日としなけ

ればならないと思います。

そのような科目として「家族」をどのようにあつかえ

‐ばよいかを考えたいと思います。

2.「家族」の発生について
「家族」は歴史の一定の発展段階のもとで,すなわち

私有財産制度が発生する過程で,母系氏族に対立する集

団としてあらわれたものですから,最初の家族は父系で

あり,そのため女子はそれまでの地位を奪われて「家族」
に結びつけられた奴隷,あるいはそれと同様の存在にお

しやられるのです。

ですから「家族」を勉強するには,社会発展史を深く
:理解しなければなりません。

3。 「家族」の形態と「家族」の機能の変化について

「家族」というのは,前にのべたように歴史上生産関

係に規定され,歴史の発展とともにその形態も発展変化

してきたものです。こんにちそれが夫婦を中心にした小

家族になっているので,ア メリカの社会学者は「核家族」

などとよんでいます。しかしそれがどのような社会の発

展のうえでその社会の生産関係を反映しているかをぬき

にして「家族」を理解することはできません。

そのような「家族」の現象が「家庭」といわれ,私ど

もの個々の現実の生活実態となるのです。ですからその

「家庭」の機能も,た とえば,生産の場から消費生活の

場へ,共同生活から封鎖的な私生活へ,そ してまた公的

生活へと変化するのは当然です。

このような歴史上の課題である「家族」の問題を家庭

科のもっとも重要な科目として勉強したいと思います。

4。 「家族関係」の諸問題について

58年以前の職業・家庭科の指導要領では「家族関係」

が重要な位置をしめていましたが,技術・家庭科ではま

ったく無視されました。その反省が各方面におこり,現

在また重要視されようとしています。その原因を明らか

にし,家庭科教師としてこんごの「家族」のとりあげか

たを考えてみたいと思います。

まず,指導要領改訂に対する答申案を出す団体に所属

しておられるので,中間報告の形で,その中での動向を

問題点としていくつかあげられる。各大学の家政学部で

の検討意見として,指導要領の国字基準を問題にしてい

るのが 2校あり,気候風土を無視できないからというの

と,教師の創造性を抹殺することになる, という理由が

あげられていた。

また,教科の対象は男女共学で行なうのがよい,と い

う意見は全員一致している。しかし教科構造は,技術科

と家庭科は本来的に異った教科だから別べつにすべきと

いう立場と, ・でつなげるという2つの意見に分かれ ,

前者の立場が圧任l的に多い。内容については家庭科を独

立した立場で考えているものは衣,食,住教材に限られ

生産関係と切り離して考えられている点に問題がある。

いずれの立場も家族関係についてあまり触れられていな

いことも問題である。

関東ブロックでは討議の結果,男女別学への逆行を防

ぐために,現行内容に不満はもちながらも支持した。た

だ男女の特性とせず,それぞれの特性に応じて と改め

た。曲りなりにも生活枝術として, 女子 に も工学的な

技術教育が

=含

れているところを,生産技術教育にひき

あげながら男女共学内容を拡大していくことで,差別解

◇◇◇◇
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消に迫ったほうがよいと判断したからであると説明され

る。このことは,産教連の家庭科教師の主張であり,実

践してきた方向であったので,先生の意見で改めて確認

された思いで自信をもったのである。

次に本題にはいり,家庭科教育の中心課題にすえねば

ならない,「家族」とは何かを,社会発展史のなかでど

う変ってきたかを説明される。古代史の原始共同制から

奴隷制に変わるとき,群婚から単婚に変わり,は じめて

家族が発生するが,女性は私的労働に従事することにな

り従属的地位に転落する。

封建牛1から資本制社会の中で家族,特に女の地位はど

うであったか生産関係と切り離すことができないこと,

好むと好まざるとにかかわらず,夫も妻も子も働かねば

ならないのが資本制社会の現実であり,すでに社会主義

社会への移行が始っている。婦人の能力を社会的活動の

中に求めていくこと,そのためには家族関係,家事労働

はどうあらねばならないか,教科内容と密接にかかわっ

てくると主張された。

いままで,家庭科教育は, 日先の役立主義で,科学的

根拠も,見とおしもあまりもたない内容であった。しか

し先生の講義から,はっきりしたことは,教科の本質を

考える基本的視点は,「家族」の歴史を知ることから始

めねばならないこと。家事処理技能に止まらず,公的作

業への移行につなげなければならない。いいかえれば,

生活技術から生産技術への発展的教材が考えられること

であり,真の男女共学路線の理論的裏付けが明らかにな

ったのである。

参加者の感想

私はつくづく大阪に行って良かったナ,と 思っていま

す。途中で海とか友だちの家へ行くとか,誘惑の手が伸

びたけれど,負けないで暑さも何のそのいそいそと通っ

た。科学技術の目党しい進歩と共にそれに伴う,いろい

ろな矛盾,ふだんちらっと耳にはするものの深く堀り下

げて考えてみたこともなかったが,それが明晰判明にさ

れ,気持がよかった。特に服装の歴史,家族関係では自

分が興味を持ち,少 し勉強していたので, よりよくまと

まった感じがした。素晴らしい講師陣による気迫に満ち

た講義をきき,も っと勉強したい,学びたい気持がムク

ムク沸き起ってくる現在です。日先のことだけにとらわ

れず,明 るい見とおしを持って教育にも望みたいと思っ

ています。

(東京,江戸川区立端江第 2中学校 土井芳子)

研修の機会はできるだけ利用させていただきたいと思

って受講しました。電気とか機械に関する研修が不足し

ていますので,今後その面を多く含んだ講習が続けられ

ましたら……と思っております。男子コースに入れても

らえればよかったとも反省しています。私なりに大変有

意義であったと感謝しております。

(北海道,室蘭市立北辰中学校 鳥居千可子)

はじめて出席させていただきました。今度参加して感

じたことは一言にいって,教育者として自信を失ってし

まうような気がしたこと。教師は教える立場だけでもの

を見聞きしていたのでは駄日,今更はじまったことでは

ないが,今回ほど深く反省させられたことは私にとって

非常に有意義であった。いつも今まで考えなかったわけ

ではないが雑用に追われつい今日に至ってしまった。私

はこれを何とかしなければならないと思いいろいろな講

習会に出席したが,なかなか思うようなのがなかった。

この会はその不満を満してくれたし,今後もこの会の

講座の必要性を強く感じている。できれば同じ講師陣で

来年も続けてほしい。

(東京,足立区立第 1中学校 遠藤和子)
(文責 。植村千枝)

鰤需綸編濡‖鳥1封
京都での大会は大変な盛況で,た った1日 しか出席

できませんでしたが,参加してよかったなと意気新な

思いがいたしました。全国から集まられた先生方も,

さすが熱心な態度で第2日 目, 3日 目の話し合いに参

加できないことが残念でなりません。

会員の方が承るという姿勢でなく能動的に何ものか

その感想と意見

をさぐり求めるという態度で,し かも遠慮なく発言し

合える雰囲気がうまくつくり出されていて本当によか

ったと思います。私など井の中の蛙のようなものです

がフアイトを燃やしています。とにかく前向きの姿勢

でとりくんで行きたいものだと思っています。

4θ

(名 古屋市立中学校 鈴木敬子)



村 田

ヽ  ‐

1.  は じ め に

いささか,奇妙な主題であるが,発端 は通俗 的であ
る。10年余の教師生活の中で,教科教育・生活指導など

多様な分野で,多様な問題にぶつかってきた。その中で

最近の子どもは,深 くものごとを考えたり,じ っくり腰
をすえて 1つのものごとに集中できない傾向があると思

ったり,聞かされたりしてきた。こうしたことから,夏休

みに,自分で読みたい技術に関する本を読んで,な にか

動くものを 1つ作ってみなさいと課題を出すことにして

いる。昨年度の読後感想文を読んでみて,私の意図 (漠

然としたもの)はある程度みたされたけれども,も う少

し考え,なお必要を感ずるようになった。それは,副題
に示されたような問題意識である。

2.ね らいの検討

夏休みに技術に関する本を読ませることの意義はなん

だろうかという自分への問いかけである。教室にでかけ

るときにあるきながら廊下できょうの教育内客の重点は

「これだ」と考えるような状態に似ていて反省させられ

た。

今年は,いちおうつぎのようなねらいをたててみた。
ア 技術に対する広い視野を与えたい。
イ 技術を社会的,経済的側面からも考えさせたい。
ウ 自発的に技術について関′いをもち,自発的にもの
を製作しようとする意欲をもたせたい。

工 子どもたちが技術の授業を通してどのようなもの
の見方,考え方をもっているか知り,読書感想文を

通じ自分の授業の弱点を知りたい。

オ 読書と製作を結合させ,技術の授業を側面的に充
実させたい。

3。 生徒の読後感想文

本の選定は,夏休み推せん図書として50種 ぐらいをあ
げ,自分のすきなものをすきなだけ読み,感想文をだす
こととした。したがって,読まれた本は多様である。い

ろいろな関′いと,能力の生徒がいることを念頭においた
ことがかえって,生徒の本の選定をむずかしくしたよう
に思われた。以下,生徒の作文を紹介しよう。

(1)「図解 金工技術」(I)塑 性加工

2D 森田
ぼくは,技術科に関する本 (教科書以外のもの)を読
むのは初めてである①。 この本を読んで,最初に本当に
技術を学ぶという感じを受けた。しかしなにかが欠けて

いるような気がする②。 それは,実際にやってみる (作

ってみる)こ とだ③。今まで,技術科では何か学べば ,

必ずそれを応用したものを作ってきた。だからこんどそ

う思ったのかもしれない④。 この本にかいてあることは
考えればすぐわかる。だが言うべくして,な かなかむず

かしい。この本で得た知識をあげると

。カンに規格のようなものがある

。トースカンの使い方

。Vプ ロックの使い方
。はさみで物が切れるわけ⑤

。円周上の曲線のきり方

Oワ イヤーゲージ

Oび ようの径のきめ方 ν了×ι-0.4

その他,た くさん。

これらのことは,現代の工業界にあわないような気も

する。今はどこでもオー トメーションである⑥。

しかし,こ うした初歩を身につけることが,将来,わ

が国の加工技術の改良発展のもとだと思う。

技術科に関する読書指導の反省
技術を本で教えられるか―

治日召

`!::::〕
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(2)「鋼の時代」  中沢護人著            しい問題はたくさんある。

3C 中川           だが,だれでもが自分でその問題を考えてみようとい

身のまわりを見わたすと,鉄や綱は重要であることが  う気があるのなら,それらの問題が解決するのはまちが

わかる。それについてのべてあるので案外おもしろかっ  いないだろう⑤。

た。                          と,い うようにこの本はぼくにとっていろいろなこと

内容は,鉄の歴史,製造技術の歴史と現状と将来の予  を教えてくれた。そしてあらためて本を読むことは良い

沢1が少しだった。製造技術の歴史が中心でやはリー番充  ことだということを感じた。

実していた。著者も生産技術を研究している。                                '   ,

昨年読んだ本は,原理が中心だった (人類と機械の歴  (4)「ボールベアリング物語」を読んで

史)が「綱の時代」は鉄鉱石が鉄に還元するという科学                 3D 芝山

では 1つの真理が,技術的に発展していくことが中心だ   ぼくは,何かよい技術に関する本は,ないかと,図書     4
った①6                        室に行った。

古い製鉄技術一―高lF~法一一転炉法一一平炉。      すると,う まいぐあいに,夏休みの推薦 図書 に 出て

木炭一一石炭,な どの過程は,人間の「よりよくJと  ぃた,ペシキン ONの書いた「ボールベアリング物語」
いう本能の成果だった②。専門的なこともわかりやすく  がぁった①。
書いてあった。                     なかなかよさそうなので,こ の,「ボールベアリング

著者のいいたい,製鉄にとり組んだ,人びとの努力は  物語」を読むことにした。
地味だが重要かつ非常に現実的だった。特許をめぐって   この本は, ソビエ トの第 1国立ボールベアリングエ場

みにくい争いがあり,それに勝ったものの国が富を う  とぃぅ,巨大な工場の誕生について,書いてある。
る③。                         資本主義国から,に くまれたソビエ ト連邦共和国は,

いろいろ読んで感じたことがあったが一番強く感じた  ボ_ルベアリングエ場を,作る計画はたてたが,ど うし
のは,生産技術の重要さだった④。科学・化学を生かす  ても外国の手を借りねばならなった。
のが技術で,可能にするのも技術だ。率をよくする。生   そこで,ぃろいろな国に,たのんだが,教えてもらう

活に結びついている⑤。                 ことはできなかったので,イ タリアに,たのんだ。する

技術について,こ の夏休みは読書と動くものの製作で  と,反響があった。
その意義と重要さをつくづく感じた⑥。          そして,ィ タリア人の手を借りて作ったのが,こ の国

立第 1ボ ールベアリングエ場なのだ。

(3)「人類と機械の歴史」をよんで            この工場は,設備がよく機械化されていて,こ こで働

3D 飛奈          く労働者は,ふつうの工場で働く労働者とは,ち ょっと

この本はSOリ リー氏が書いた本である。書いてある  違う。みんなたった少し手を加えているだけだ。ちょっ

内容は道具と機械そして人類の歴史を,そ もそもその始  と手を加えたり,ち ょっと検査するだけだ」
まりからごく最近の時期にいたるまでが書いてある。    「みんなが,力を合わせると,こ んなにもすばらしい     `

ぼくはこの本を読んで人間の頭のよさというものをあ  工場ができるものかと,感心した②。」

らためて痛感した①。原始人から現在の20世紀の人びと   また,こ の工場には,ダイスの設計技師のロバート・

に至るまで人間は道具,機械,そして人間生活までもそ  ロビンソンがいた。                     ・

の特権である頭脳をフルに使って改善してきた②。      ロビンソンは,ジ ャマイカで生まれ,す ぐさま父をな

その代表的なものが18世紀にイギリスを中,いとして起  くしたかわいそうな少年だった。

った産業革命である。イギリスに産業革命が一番はじめ   しかし,母親が,工場で働いているので, ロビンソン

に起きたのはイギリスが一番最初に封建制度を打ち破っ  を工場に入れてくれるようたのみ,入れてもらった。そ
たために科学者の発明が急速に進歩したためだろう③。  してみごとに生長し,ア メリカヘ渡った。工具製作工場
しかし,その産業革命というはなばなしいものの影に失  に,入ろうとした。だが,彼は黒人のため雑役しかさせ

業者の続出というものが,か くれているのを忘れてはな  てもらえなからた。しかし,組長にたのみ,テ ストして

らないと思う④。                    もらったが,みごとに合格した。

このように,こ れからの私たちに残されているむずか   そして,こ の工場で,ただ 1人の黒人として働いたこ

5θ



そこへ, ソ連の技師が来て, ソ連に来るようにすすめら

れ, ソ連に渡った。

そして,ソ連の工場につしヾて思いきって欠点を批判し

工具の製作工となり,又 ミクロンの世界の支配者ともな

った。

ぼくはこの黒人ロバート・ ロビンソンは,才能もすば

らしいが,それよりも白人しかやれないような仕事でも

軽々とやってのけた精神にとても感動した。

(励  「時計からオー トメーションまで」を読んで
3C 鈴木

2000年以上もの音の人が今日の自動販売機その他の自

1動機械を考えついたとはおどろいた。しかし科学は順調

に発達していったわけでもない。中世の暗黒時代にはせ

っかく前時代の築きあげた科学の知識をみずからほうき

してしまった。そして社会の科学に対する影響がいかに

強いか知った①。 14～ 5世紀のころルネッサンスととも

に科学も復興し時計,活版印層」術なども発達した。とこ

ろがもともと印刷術は東洋が元祖であったようである。

察倫の紙の発明,そのほか活字の発明な どがあげられ

る。そして西洋ではフックの法則等々……たくさんの発

明発見が行なわれた。しかしまだ16～ 7世紀になっても

キ リスト教など旧世界の考え方による科学へのはく害が

あったことを残念に思った。その犠牲者の 1人としてガ

リレオが上げられる。彼が現在生きていたら,ア メリカ

なんかの宇宙研究所にでも引きぬかれて不自由ない生活

を送っていたかもしれない。その他機械ぶちこわし運動

も一時的なもので,科学に対する理解が深まるにつれて

だんだん下火になっていったのだろう。

毎日なに気なく見ている温度計の目盛のつけ方にして

もいろいろと考えたらしい。日常なにげなく見ているも

の使っている物でも科学的な要素がふくまれていると感

じた。それほど科学は,中性子,四次元???な どと遠
くはなれたことのようであって,時計のふりこ,温度計な

どと生活に直結していると言える。この本全体として,

専門的なことは足りないが社会と科学の関係とか発明発

見のウラ話などが書いてあり,割合たのしく読めた。も

っと専門的にくわしく知りたくならせるような本だ。

(6)「生活の中の機械要素」(森 =雄
著)を読んで

2D 逸見
この本は,い ろいろな機械要素が,生活の中でどのよ

うに活用されているかが示してあり,写真の編入によっ

て,それがよく理解できるようになっている。まず感じ

たことは,やはり,機械要素などというと,本や ′́―ト

に書いてあるもの,先生が黒板で説明するもの,と しう

考えがあるが機械要素は,身の回りのどこにでも活用さ

れている,と いう考えに変ったことだろう。少し見わた

しただけで,机の回りにも,た くさん使われている。街

へ出たならば,それこそ無数にあるだろう。自転車にも

自動車にも,傘にも,ど こにでも①。

次に感じることは,技術の重要性である②。 こんなに
日本が進展したのも,技術の進歩が第一の要因であろ

う。技術の発達がなければ,高速度で走る電車や,高層

建築,高速度道路なども,製作できないのである。

その次に感じたことは,技術科という科目が生活と密

着したものだということだ③。 この本の感想にはならな
いかも知れないが,こ の本を読んで間接的に考えたこと

である。私達の日常使用しているほとんどのものが,技

術科という学科の中で学んだものである④。それにJI

Sと いった記号が生活の中にいくらでもある,と いうこ

とが技術科が生活の中にあるということを裏付けるに違

いない。

実際機械要素というと,イ ヤにイカメシく感じる。そ

れに機械などと言われると,ど うしても,電車や,ボ ー

ル盤や,時計などを考えてしまうから生活の中に「キカ

イヨウソ」はどれほどあるのかと考えるだんになると,

うちにはボール盤なんぞないから,機械要素なんていう

ものはそんなにないんじゃあないかなと考えることにな

る。そこで本をとって読んでみると, ミシンはせんい機

械で,作業機の中に入り,冷蔵庫は変動機である。など

と書いてあるのを見ると,ますますコンガラガ ッテ く

る。けれど根本的にいって機械というものはこんなもの

だそうだ。

11)抵抗のある物体で組みたてたもの。

(2)固定された部分と,一定の制限された運動をする部

分から成り立っている。

(3)運動する部分には目的の動作 (シ ゴト)を させるた

めに外部から力を加える。

なんとなく機械というシロモノは理解で きな ttよ う

だ。一一というところで,こ のヘンテコな感想文らしき

ものを終らせて,最後に,技術の発展を祈りたい.

生徒作文の分析と反省―一技術を本で教 え られるか

一―については,時間的に間に合わなくなってしまった

ため,次号に掲載を予定しております。

(東京都杉並区立西宮中学校教諭)



技 術 教 育 と安 全

―
安 全 作 業 の た め に―――

(3)

寿道原清

われわれ人間は, 日常,き わめて多くの「 不注

意」や動作の「 あやまり」をおかしているが,身

体と外物 (危険物)と の接触の機会が少ないから

災害事故をおこすことにはならない。災害事故は

人間の「不注意」や動作の「 あやまり」の直接的

結果でなく,そ うした錯誤が起って,身体が外物

(危険物)に接触する結果,は じめて発生するの

である。たとえば,あ る中学校でおこったつぎの

事例で考えてみよう。新 し く木工機械 (丸のこ

盤)を設備し,試験的に稼動させるためにスイッ

チを入れた。機械のまわりにいた生徒たちが,機

械の稼動部分を見ようと近づいた。そばで観察し

ていた校長が,「近よってはあぶない」といって

右手を横に振った途端,指が回転部にふれ,小指

とくす り指を切断した。この場合,校長が反射的

に無意識に右手を振ったとき,指先が回転するの

こ刃から数 ミリ離れていれば,負傷はおこらなか

ったろうし,ま た,の こ刃の上に安全カバーがつ

いていれば,負傷はおこらなかっただろう。この

ことからも明らかなように,災害現象は,身体を

外物 (危険物)と が偶然接触する一種の物的現象

であると考えるべきなのである。したがって,災

害防止の第 1は ,人間の「 不注意」や動体の「 あ

やまり」がおこっても,災害にならないように作

業環境を整備することであり,第 2に は動 作 の
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「 あやまり」や「 不注意」がおこりやすい諸条件
―

を取 りのぞくような方策をたてることである。こ

うした基本的な観点にたって,安仝作業のための

諸条件の整備を考えてみよう。

(1)機 械・工具と安全対策

技術学習で,機械や工具などを取 り扱 う場合 ,

それが「 けがをしようにも,けがをすることがで

きない」ようなものであることが理想 的 とい え

るcい いかえると,人間の行動に「錯誤」や「 不

注意」がおこっても,災害にいたらないような機

械・工具であることが,教育としては理想的とい

えるcと くに,技術学習における機械・工具など

の設備は,作業の効率よりも,まず安全を第 1に

すべきである。

〔A〕 機械のガー ド (安全装置)

現在の技術教育において,機械は最も多く廃疾 :

災害につながっている。機械には,ベル ト,チ ェ

ーン,プ ーリ,歯車,フ ライホイル,シ ャフト,

スピンドルなどのような回転部や可動部,高速回

転する作業部,加工材料をせん断したり,おしつ .

ぶしたり,は さんだりする作業部などがあり,こ

れらの部分に,人間の身体が偶然接触すれば,災 |

害をおこす。これらの部分に接触すれば,災害が

おこることは,注意されなくてもだれでも意識的 .



には知っているが,前にのべたように人間の行動

を規定する複雑な諸条件によって,偶然的に身体

の一部が接触して負傷することになる。こうした

ことを防止するためには,人間の身体が機械の危

険部に接触しないよう安全装置がつけられな :ナれ

ばならない。

① 歯車,プーリ,ベル ト,その他の伝導機構な
ガ

これらの部分は,安全カバーでおおうこと=安

全カバーをかけなければ,ス イッチで始動できな

いようにすることが必要である。たとえば,中学

校技術科の事故事例①によると,被災生徒が,ス

イッチを切っても惰性で回転している機械を早く

止めようとして,(早 く作業したいという目自勺意

識が強く出たため), ベル トをおさえようとした

(危険であるという意識が退行した)。  このとき

左人さし指をベル トに引込まれ,指頭が粉砕され

てしまったという。また,ボ ール盤を清掃中,Lヽ

たずらで機械を動かしていたら,教師がきたので

いそいで機械を止めようとして,ベル トを握 り,

左くすり指をつめ,切断した。これらの事例は,

ベル トを安全カバーでおおうという,物的対策が

なされていれば,当然さけられた災害であるЭ

`② 機械の作業部のガード

材料を加工する部分のガードは,伝導機構のザ

ードにくらべると,一般的にはより複雑である3

というのは,作業の性質からいっても,ま たエン

クトロニクスを使用する装置が望ましい場合もあ

ることからも,複雑にならざるをえないからであ

る。つぎに,機械の加工作業部分の安全装置のい

くつかについてのべよう。

lal 木工機械 木工機械を使用する企業の多く
::ま ,中小企業や零細企業が多く,経営者や作業者

にも,指の 1～ 2本の廃疾災害など大した問題で

ないといった風潮さえある。このこととも関連し

て,本工機械メーカー (こ の多くは中小 メ ー カ

―)も 安全装置の研究に本格的に取りくむ傾向が

少ない。こうした木工機械を,学校の技術教育に

そのまま取り入れていることが 1つの要因となっ

て,本工機械による廃疾災害が,中学校の技術教

育でもっとも多いということになっている。だか

ら本工機械が現状のようであるかぎり,木材加工

学習の教育的意味からみても,廃疾災害の多いこ

とからみても,本工機械学習を否定する意見が生

ずるのは当然である。しかし,木工機械学習を現

状どおり続けるとすれば,第 1に加工作業部分に

ガードを取りつけなくてはならない。

<丸のこ盤> のこ刃をおおう安全カバーは,鋳

物製のものが多い。これでは,作業者に,材料の

加工状況が見えないので,安全カバーを上げて11

業しがちになる。ことに熟練者でない生徒たちに

とっては,の こ刃が材料のけがき線上を切断して

いる状況が見えないと不安を感じて,安全カバー

を上げてしまうことになる。しかも,安全カバー

を上げて作業しても,災害はそうしばしばおこる

ものでないため,そのうち安全カバーを上げて作

業しても危険でないような気になってしまい,あ

るとき偶然,廃疾災害をおこしてしまうことにな

る。こうした災害を防止するためには,丸のこ盤

の安全カバーは,加工状況が見えるように,i査明

な,プ ラスチック製を取りつけ,しかもその安全

カバーをさげないと,ス イッチを入れても,の こ

刃が回転しないようにしておくべきである。こう

したしくみは,電気回路をくふうすれば,そ うむ

ずかしいことではない。

ところが,授業の実際などを参観すると,プ ラ

スチックの安全カバーを取りつけているのに,安

全カバーの内側に,静電気現象によってほこりが

つき,作業部分がまったく見えなくなっているこ

Lも 多い。これでは,透明な安全カバーのもつ機

⊃ 原正敏編 :技術科の災害と安全管理 p.30
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図  1

能をまったくいかしていない授業である。

<おびのこ盤> 学校におけるおびのこ盤の設備
台数は,丸のこ盤にくらべて少ないが,その作業

部にも,プラスチックなどの透明の材料を使って

図のようなガードをつくって取 りつける。

<手オ甲しかんな盤> のこ刃をおおう安全カバー

は図 2の ように,鋳物製の曲線形のカバーが,は

ねによって加工材の大小に応じて動くようになっ

ているものが多い。

屋回    2

図 2を よく見てみると,かんな刃が刃日から露

出している部分lAlがある。安全カバーの機能は,

かんな刃の刃口をおおうことにあるので,図のよ

うな安全カバーでは,カ バーの機能を完全に果た

しているとはいえない。加工材に接する安全カバ

5イ

屋目     3

による災害件数は,中学校・高校ともに,木工用

機械 i■ よる災害件数にくらべて,ひ じ ように少な

tヽ (9月 号の表 1参照)。  とくに中学校では,金
工用機械の設備台数が貧弱である

*こ とにもよる

が,木工機械ほどの危険率が少ないため,廃疾災

害件数がまだあらわれていないといえる。

*公立中学校における「工作機械」の整備状況を19∝

年 4月現在でみると,つぎの表のようである。
表

A木 工 用 機 械 B金工用機械

―の曲線部は,加工材の幅の大小 l■

応じて,いつも刃口が露出しないよ

うな曲線につくられていなくてはな

らない。また,図 3の ように,安全 :

カバーが,加工材の幅に応じて,ば `

ねによって左右に動くようにつくら

れていてもよい。

(b)金属加工用機械 学校の技術 :

教育における金lFR加工は,切削加工

と塑性カロエに大きくわけられるが,

設備されている機械は,切削加工用

のものが,多い。それらの機械全般 f
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機械工場の現場では,切削加工関係の工作機械

がじめる比重が大きく,約85%を しめ,塑性加工

関係の工作機械が残 りをしめている実状であるの

で,災害件数は切削加工関係に多い。そのうち旋

削作業・穴あけ作業・研削作業・ ミーリング作業

によるものが多い。しかし,鋳・鍛造,せん断プ

レス,溶接などの作業は,機械設備台数の少ない

わ りに,災害率は高くなっている*。

*ア メリカでも次表のように,同様な結果があらわれ
ている①。 しかしアメリカの工作機械の設備台数の
構成は,日本のように旋削作業が多くない (日本で

は約40%)。

アメリカの切削加工関係工作機械と災害の比較

災 害  率
作 業 の 種 別

なお,こ の調査後,金工用機械とくに旋盤がかなり

整備されているだろう。

高校では,本材加工関係の過程はきわめて少な

く,「工作機械」のほとんどは,金工用といって

よい。それにもかかわらず, 9月 号の表 1の よう

に,廃疾災害は,本工用機械が第 1位である。つ

ぎに,金工用機械の機種別災害 (高校)をみると

次表のとおりである。

表

あるが,災害事故は,教育の場で 1例もあっては

ならない。僅少だからといって,災害防止対策を

おざなりにすべきでなく, 1例でもおこっている

かぎり,万全の対策がたてられなくてはな らな

い。

切削加工用機械では;作業部を透明な板でヵバ

ーするとか,塑性加工用機械では,作業部に指先

が近づくことができないように作業部に固定さく

を取 りつける。学校でも多く使われる両頭型研肖1

盤には,かならず防じん板を取 りつける。

これまで,機械の危険部に身体が接触すること

を防止するために, ガードの方法をいくつかのベ

てきたが,現在,学校の技術教育では,ガー ドに

ついてあまり考慮が払われていない実状である。

こんご, この点について最善の対策がとられな

くてはならない。つぎに,その方法の一般的な要

点をまとめてみよう。

④ 機械の作業部およびその他の危険部分に近づ

くことができないようにする。

(i)歯 車,ベル ト,ブーリ,その他の伝動機

構の部分を密閉する。また,その他危険部分で

作業上露出する必要のない部分も密閉する。

(ii)作業部で,作業者が見る必要のある部分

は,プ ラスチックなどの透明な材料を用いて,

安全カバーをつけ,作業者が危険な部分に近づ

けないようにする。

(lii)作業部に手などを近づけないように,固

定さくやかこいをする。

◎ 作業によっては,作業部に接近しなくてはな

らない。たとえば,電気抵抗溶接,び ょう接,旋

盤,ブ レスなどの作業は, しばしば手によって,

その機械の「送 り」などを行なわなければならな

ヽヽ。このことは,加工具が作業をしていなくて機

①  Blake,R.P.:Industrial Safety(1953)
p.262-265
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切削加工関係と塑性加工関係との災害頻度数を比較

すると,ウ イスコンシン州では,約 1:1.7, ニュ_
ヨーク州では,約 1:3.4と なっている。なお,塑性
加工関係の災害では,プ レス作業によるものが約

=を
しめている。

以上にのべたように,学校において,金属加工

関係の災害は,本工用機械にくらべると僅少では
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械だけが動いている間,作業部に近く手をだして

いることを意味する。ここで問題になるのは,作

業者の手が,機械の断続的作業の間に危険部の外

にあるように守られることである。そのために理

想的には, リモー トコントロールができるように

機械を設計することが望ましい。

◎ 作業者が,手やその他の身体部分を,危険な

範囲の外に遠ざけるまで,エ レクトロニクス装置

により,機械の作動をとめるようにするc

◎ 機械が始動するとき, 自動的に,作業者の手

を払いのけるような装置にする。

〔B〕 機械の作業面の高さと配置

機械を操作する場合,作業面の高さが不適当で

あると,作業者はむ りな姿勢を強いられることに

なる。現在,学校の技術教育に取 りいれている機

械が,生産現場の成人労働者の利用しているもの

であり,生徒の体格・体力を考慮して,教育的配

慮のもとに作られていないため,生徒は不自然な

むりな姿勢で作業させられている例も多い,こ う

した作業姿勢は,動作の円滑さをかく要因となり

疲労を早めるとともに災害事故の原因ともなる。

生徒の体格・体力に応じて,た とえば,すのこ板

式のふみ台などにより,作業面の高さを調節する

などのくふうが行なわれなくてはならない。

また,作業面の高さと関連して,ハ ンドルやレ

バーの高さや位置が合理的であるかどうか,急な

操作を必要とするとき間にあうかなどについても

配慮しておかなくてはならない。

なお,イ シジゲータやメータなどは,読みやす

いものでなくてはならない*。

*メ ータ類一般についていえば,読みやすいためには
つぎのことが条件である。

外的条件としては,照度,メ ータの取りつけ位置
を考慮しなければならないが,メ ータ自体の条件と

しては,つ ぎのことがあげられる。
① メータの読みとりを,ゆっくりでよいから正確
にというときは,日 もりが細かいものがよいが,す
ばやく読みとらなくてはならないものはいくらか目
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もりをあらくしても,日 もり以外を目測するように

する。実験結果では, 5等分までなら,かなり正確
に目沢1で きるという。

② メータ面の数字は,見誤りの少ない形でかいた
ものがよい。

③ 指針の範囲面に,メ ーカ名やその他不必要なこ
とのかいてないものがよい。

④ 指針が動くのでなく,ス ケールが動く方式は, ′

その動きが急速でない場合には,む しろ正確な読み
とりができる。

作業面の高さとともに,機械の配置も災害事故

に関係する。作業者が機械を操作するに必要な範

囲を考慮 して機械の配置を行なう必要がある。作

業者の行動の範囲・方向に邪魔になるものがない

ような配置が望ましい。

〔C〕 機械の色彩調節

色彩はわれわれの′心理に大きな影響を与える。

このため,機械に色彩調節を行なえば,災害防止

にも役立つことが明らかにされている。これにつ

いては,次の機会にくわしくふれることにする。

〔D〕 手工具と作業台

① 手工具 手工具による災害は,機械による

ような廃疾災害は少ないが,災害件数はかなり多

い。手工具による直接的な災害の多くは,つ ぎの

ような場合に生ずる。

lal 作業前によく点検しないで,不良になった

危険な工具を使用する場合一一たとえば,たがね

の頭にまくれがあるものや,先がかけたりなまっ

ているものを使う。まくれがあると,打撃のとき

その一部が飛んだり,握った手を刺したりして負

傷する。作業前に研削盤でまくれを取 りさらなく

てはならない。

個)使用目的にあわない工具を使 う場合一一た

とえば,たがねではつった面を手でなぜたり,け

ず りくずを手で払いのけたりして皮膚を傷つける

しやすりや ドリルによる切 り紛を国で吹き払おう

として目を傷つけたりする。

以上からも明らかなように,手工具による安全
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作業では,作業者に手工具の正しい取り扱いにつ

いての知識が必要であり,その知識は作業場面に

おいて円滑に活用されるものでなければな らな

い。そうした矢Π識lま ,体験によって体得されるも

のである。このこと|ま, ｀技能、の習熟と関連し

て,安全教育による安全習慣の育成といえる。

② 作業台 機械の作業面と同様,作業者が不

合理的な姿勢で作業しンないように,作業者の体格

・体力に適した高さとする配慮を必要とする。さ

らに,作業面の色彩調節についても,たいせつで

あるが,次の機会にのべることにする。

(2)材料・工具などの整理

災害は,行動している機械,作業に使用中の手

工具などによってだ|テおこるのでなく,材料や工

具の整理が合理的に行なわれていない場合にも,

しばしばおこる。こうした場合の典型的なケース

として,つぎのことをあげることができる。

① 実習室の床,通路,階段などに置き放しの

材料につまずくっとくに作業中,足 もとに気をつ

けなければならないように,材料が放置されてい

てはいけない。

② 床上などに放置された, くぎ先の出た材料
などをふみぬく。

③ 機械や作業台,管理だななどの上から,工
具や加工材が落下して,足 さきなどを傷つける。

④ いいかげんに積みあげた材料がくずれ落ち
たり,立てかけてある材料が倒れる。

⑤ 作業中, くぎ先の突き出た材料などにふれ
て,かき傷をつくる3

⑥ 材料を持ち出すLき ,金属捧のはしや板金
の切りふちなどで,切 り傷やかき傷,突 き傷をつ

くる。

⑦ 油のしみこんだギロ布,可燃性の燃料や油
が高熱作業の近くに散乱している。

③ 油にや水にぬれた床は動作を不安定にし,

すべることがある。

これらは,実習室,材料・工具の管理室の整理

・整頓に配慮することであるが,そ うした配慮は

教師だけでは不十分である。むしろ,生徒たちの

主体的な活動が中′とヽとなって行なわれなくてはな

らない。作業前後の数分間を,かならず整理と点

検にあてるよう,生徒たちに習慣づけることが必

要である。

(3)作 業者一一人体防護具と安全規則

① 人体防護具 作業の種類に応じて,防護限

鏡 (防じん,紫外線防護用), 顔面シール ド, 眼

部シール ド,マ スク,手ぶくろ,は きもの,中昌子

(ヘルメット), 作業衣などに配慮が払われなく

てはならない。

研削盤使用のさい防護眼鏡または眼部シール ド

溶接作業の場合の色眼鏡や顔面シール ドなど不可

欠である。

衣服は外部からの危害から皮膚を防護するもの

であり,活動に適したものとして作業服を着用す

ることが望ましい。しかしそれがない場合,そで

口や上衣のすそなどが伝動機構などにまきこまれ

た り,突出部分に引っかかって転任1事故を起こさ

ないよう配慮すべきである。

ベンゼン系のシンナを溶斉Jと する塗装作業では

排気装置を完全にするか,ま たはガス・マスクを

使用する。

手ぶくろは,振動衝撃のある作業では,綿布の

厚いものを,高熱物取扱いでは,石綿手ぶくろを

湿潤や酸・ アルカリ作業では, ゴム手ぶくろを使

用する。工作機械作業では,手ぶくろが機械にか

みこまれるおそれがあるので,一般的に手ぶくろ

を使ってはいけない。

はきものは,機械工場では,落下物による災害

を防ぐために, くつを着用する。なお,すべ りや

すいはきものは災害の原因となるので,金びょう



などをうったくつの使用はやめるc

これらの人体防護具は,機械の安全装置の場合

より以上に,防護具をつけない作業になれきると

着用しないことがあたりまえのことのような気に

なってしまう。しかし,作業に応じて防護具の着

用を習慣化することは,技術学習できわめて大切

な要件である。

② 安全規則 生徒は技術学習によって,安仝

知識を体得し,安全規則を行動で守るように育成

されなくてはならない。その場合,安全規則につ

いて,生徒惧1が「守らさせられるものだ」といっ

た受けとりかたになるような指導でなく,「安全

や衛生に関する限 り,作業者の生命を守るための

また人間性を獲得するための権利であるという積

極的な考え①」 になるような指導がなされなくて

はならない。このためには,生徒にとって安全規

則や安全心得が具体的であり,その指示もくだい

てしめされる必要がある。よく実習 室 な どに,

「 安全第 1」 とか「 服装を正しく」と
か「 危険に

注意」などといった指示が,壁に張られている。

指導者はこれで安全指導の責任の一部を果たして

いるように考えているかもしれないが,生徒たち

に,安全作業についての意識を刺激するものとは

ならない。作業の種類に応じて,図示などを用い

て具体的にくだいてしめす必 要 が あ る。たとえ

ば,ボ ール盤の切 り粉を直接口で吹かないような

習慣になるまで,あ るいは口で切 り粉を吹くなと

いった指示を図示するか,ま たは「 口で切 り粉を

吹くとこうなる」といったことを図示する方法を

とる。また,服装についても,作業に応じた正し

い服装が習慣化するまで,実験室や準備室の入口

や更衣室など適当な場所に,安全な服装着用を図

示し簡潔なことばをかきいれるとにヽった方法を考

慮する。また「作業台や機械の周囲を整理・整頓

しよう」といったスローガンを,壁や柱などに掲

示することは無意味であり,作業の種 類 に応 じ

て,た とえば「 くぎつき板は片づけよう」といっ

た具体的な標示が必要である。

③ 労働の対象的条件一一照明・色彩調節,空

気調節など

照明,色彩調節,空気調節 (温・湿度 0空気の

清浄化など), 騒音などは, 安全作業に大きくか

かわりあいをもつが, これにつ .ヽては次の機会に

ゆずる。

① 太田恒瑞一郎・正戸茂「安全労務・労働心理」
(1958年  日本経済新聞社)p.69

靡需濡魚1濡1諦冊1蕊‖罵|酬|…糊
いつもならいやいやながら研究会というものが終っ

てしまうのにこんなに,いから参加出来ましたのは始め

てです:それに歴史あるこの会を知らずにおりました

ことについて大変残念でなりません 3

お互いに遠くはなれていてもこうして集まればお話

が共通し,と てもうれしく思います。それに主要教科

(?)か ら差別され冷遇されている教科,こ んなつま

らないことについても自分ながらに抵抗を感じながら

1人 ではどうにもならない力のなさを歯がゆく思って

いましたところ,立派な意義ある会:■め .iり 合ったの

を機会に,将来ずっと参加いたし
'■

:思 っています。

それに近くの人達にも呼びかけ来年は 1ブ、でも多く有

志を連れて上京したいと思います :

私達は技術は物質的生産をなす
'、

間.のはたらきであ

るということをますます追求 L,将来よ′)高い技術の

向上をめざして進みたく思っています :

(大阪府八尾市立中学校 山本里江)
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１

産教連 か らの

お し ら せ

産教連では, 9月 17日 に年度初の委員会を開き,つぎ

のような諸決定を見ましたので,お伝えしておきます。

研究部では一―これまで全国におけるさまざまな実践

を集約することにつとめてきたが,じ ゅうぶんではなか

った。この 1年精力的にこのことにつとめる。そのため

にはまず,こ の教科の本質検討を中核研究会をとおして

いっそう明確にする必要がある。「技術・家庭科授業入

門」 (岡邦雄編,国土社刊.万」記新刊紹介らん参照)は

その検討テキストとして適切なようであるから,こ れを

中心に吟味していく。公開研究会は中核研と隔月にひら

き,東京および近県の地域サークルのなかに入́っていく

ように努める。

組織部では一一今年度から「誌友制」をとる。払込み

会員のほか,毎月本誌を購読されている方々を誌友とし

て登録しておき,必要に応じて連絡をとることになりま

す。もちろん,か くれたよい実践を見つけて公表する手

がかりにもなります。近く誌上で,誌友カードをはさみ

ますので,そのさいは購読者全員が応じて下さるよう希

望しますcその他については省略。

編集部では一―読者の共感をよぶような実態―困難な

教育条件のなかでの苦斗の実情など一のなまなましい報

告やこの教科担当の全国の教師中,よ い実践,かわった

実践をしておられる教師の群像などもとり入れたい。ま

た,教師の実践を手引きし,それによりどころとなるよ

うな講座らんの設置,子 どもを中心にした授業研究報告

などをもりこみたい,と いう議が出ました,なかなか容

易ではないだろうが,努力しようということになりまし

た。それにつけても,上記の趣旨にそうような投稿が読

者の皆さんからどんどん寄せられることが望まれます。

気がるに, 日常の悩みや実態などお寄せ下さいっ

新年度の委員はつぎのようになりました。

池上正道 (東京,板橋 2中)

稲本 茂 (″ ,玉学院大)
岩越友子 (// ,町田2中 )

植村千枝 (″  ,武蔵野 2中 )
清原道寿 (″ ,東京工大)

新しい年度のすすめかた

茶山量胤 (神奈川,厚木中)

小池一清 (東京, 日黒 8中 )

後藤豊治 (″  ,国学院大)
佐藤禎一 (〃 ,武蔵野 5中)
永嶋利明 (″  ,江東工業教育実習所)
中村知子 (〃  ,堀船中)
水越庸夫 (千葉,市川工業高校)

保泉信二 (東京,拝島中)

向山玉雄 (〃  ,堀切中)
村田昭治 (〃 ,西宮中)
このほか,新たに志村嘉信,河野義顕,藤井万里,福

井保,宮崎健之助,///原博子,土井芳子,遠藤和子,日 u

島幸子の諸氏にもおねがいすることになりました。

またながいこと,委員として働いていただいた池田種

生さんは,岡邦雄さんとともに,顧間として,側面から

会の運営に助力ねがうことになりました。

地方委員には原則として登録会員から選ぶことになり

ましたが,こ れまでの地方委員から,小林三郎(北海道)

阿部司 (岩手),千田カツ(岩手),村野けい(静岡),大田

徹二 (愛知),中村泰雄 (愛知),刀爾勇太郎(福井)森下

智恵子 (石川),世木郁夫 (京都),西田泰和(大阪)琴屋

孝之 (岡山), 淵初恵 (大分),仲道俊哉 (大分),森田

啓子 (東京, 大 島), 諸岡市郎 (千葉), 村中記子 (福

岡), 渡辺雅代 (静岡)の諸氏に引つづきお願いし,新

たに,西山昇 (島根),西出勝雄 (石川),三吉幸人 (広

島), 高橋豪一 (宮城), 中川正幹 (大阪), 小川顕世

(兵庫),小松幸子 (山梨), 永津淑子 (鳥取), 谷津ま

さえ (宮城),志賀きよ子 (京都),辻正フミ,津村恵美

(和歌山)な どの諸氏にもお願いしようということにな

りました。

なお,会の中心的な役割としての事務局長を向山玉雄

委員が引きうけることになりました。したがって,産教

連事務局は今後下記におかれます。

(事務局)東京都葛飾区青戸町 4の 335 向山方

産業教育研究連盟事務局 電話東京(602)8137

年会費は300円 です。多数の方の入会を希望します。



エレク トロニクスの簡単な応用装置 (14)

フ イ ヤ ン ス マ イ ク

稲   田 茂

ワイヤレスマイクは,声や音楽などを電波にし

て空中へ放射する (発射する), 一種の簡単な送

信機であるGそ こでこの装置から放射される電波

を,数百m離れたところにおいた, 5球スーパー

程度のラジオ受信機で受信すれば,も との声や音

楽を再生することができる。この装置が, ワイヤ

レ/スマイクと呼ばれるのは, このように ワイヤ

(電線)な しで,音を離れたところへ送ることが

できるためである。

さてこの装置には,い ろいろな回路のものがあ

るが,そ itら の中から, ごく簡単な回路のものを

取り上げて,その記号配線図を示すと図1の よう

であり,図からわかるように,電源回路 (12Fの

回路), 周波数変換回路 (6C6の回路), 低周波

増幅回路 (6ZPlの 回路)な どで構成されている。

いま図のさしこみプラグを,電源=ン セントに

さしこみ, ス f′ チSを入れると,装置の各部に

所要の電圧が加わり,装置が動作状態 1こなる。そ

こで図のスピーカに音を送ると,すで|こ「インタ

ホン」のLこ ろで述べたように,ス ピーカがマイ

クロホ ン と同 じ働き

をして, スピーカコイ

ルに音声 電 圧が生じ

て,低周波増幅回路(6

ZPlの 回路)で 増幅さ

れる。増幅されたこの

音声電圧は,つ ぎの周

波数変換回路 (6C6の

E 
回路)に送られ, この

回路で,音声電圧を合

んだ高周波電圧に変換

されて,ア ンテナ (A

端子に接続)から,電

波として空中へ放射さ

れるしくみになってい

る。
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1)主要部分 (部品)の しくみと働き

(a 低周波増幅回路  図 1か ら低周波増幅回

路だけを取 り出して示すと,図 2の ようl■なる。

この回路の 6ZPlの第 1グ リッドは,そのブレー

ト電流 (正しくは,プ レー ト電流+第 2グ リッド

電流=カ ソー ド電流)に よ って, ヵソード抵抗

600Ω の両端に生じた電圧で, 図のようにあらか

1ィ
三(:フ∠
).

十 [

図 2 低周波増幅回路の働き

じめ0電圧になっている。いま図のスピーヵに音

を送ると,ス ピーヵのコーンが音の変化どお りに

振動して,電磁誘導作用によって,ス ピーヵコィ

ノし́に,音 と同じように変化する,図の①のような

音声電圧が生じて, 6ZPlの第 1グ リッドに加わ

る。そのため第 1グ リッドの電圧は,図の②のよ

うに3電圧の範囲で,音声電圧と同じように変化

し, この電圧の影響で,ブ レー ト電流も,図の③

のように音声電圧と同じように変化する,増幅さ

れた電流になる。かくしてプレー トの負 荷 抵抗

100kΩ の両端に, 増幅された音声電圧が生じる
ことになる。

(注)低周波増幅回路の働きについては,こ の連載講
座の最初のほうで,詳しく解説したし,原理的に
は, 3球 ラジオの電力増幅回路の働きと,ま ったく
同様であるから,詳しくはそれらの場合を参照され
た い 。

(b)発振回路 図 1から発振回路の部分だけ

を取 り出して示すと,図 3(a)の ようになる。さら

にこの図をわか りやすくかきなおすと,同図(b)の

ようになり,発振回路と

ッドが,ち ょうどプレー

になる。

しては,6C6の第 2グ リ

トの役目をしていること

図3 発振回路の働き

発振回路の働きについては,すでに「講座12.

自動停止装置」のところで詳しく述べたが,その

場合のプレー ト側コイル,グ リッド側コイルに相

当するのが, この回路の,それぞれコイル L2,コ

イル L(Ll+L2)である。 つまりこの回路の場合

は,プ レート側コイルが, カソー ド側にはいって

いることになるが,図からわかるように, この回

路が発振したときには,実線の矢印のようにプレ

ート電流が流れるから, コイル L2は ,図のように

カソード側にはいっていても,ブ レー ト傾1に はい

っている場合と,ま ったく同じ働きをし,図のよ

うな高周波電圧を発振することになる。

(注)こ の場合の発振周波数 (/)は ,

ノ=轟 に だしL=L+り

であるから,C(バ リコン)の値を変化させると,

Ｃ
〓
ｏ
Ｎ

Ｃ
〓
ｏ
Ｎ
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図4 周波数変換回路の働き

発振周波数が変化する。

(C)周波数変換回路  図 1から周波数変換回

路 (発振回路を含む)を取 り出して示すと,図 4

のようになる。この図の 6C6の第 2グ リッド0第

1グ リッド0カ ソー ドからなる部分は, L・ Cと

ともに発振回路を構成し,(Dで述

べたようにして,図の②のような

高周波電圧を発振している。 (こ

の回路を局部発振回路という)。

そこで(ので述べたようにして,

低周波増幅回路で増幅された,図

の①のような音声電圧が,図のよ

っに 6C6の第 3グ リッドとカソ

ード間に加わると,プ レート電流

は, この音声電圧と,局部発振回

路から発振された高周波電圧との

影響を受けて,図の③のような,

低周波電圧の成分を含んだ高周波

電流となる。そのため,プ レー ト負荷コイル 4mH

(高周波チョーク)の両端子間に,プ レート電流

と同じように変化する,増幅された高周波電圧が

生じ,ア ンテナから電波になって,空中に放射さ

れることになる。         ´
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図 5 ワイヤレスマイクの働き
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(注)周波数変換回路に含まれている,局部発振回路
のバリコンCの容量を変化させると,それにつれて
この回路の発振周波数が変化するので,当然アンテ
ナから放射される,電波の周波数も変化する。

2)回路の働き

まず図 5の装置を電源に接続 して,ス イ ッチ S

を入れると,装置が動作状態になる。そこでスピ

ーカに向って話をすると,ス ピーヵコイルに,図

の①のような音声電圧が生じて,低周波増幅回路

で増幅されるので,そのプレート電流が,図の②

のような大きな音声電流になる。そのため,プレ

ート負荷抵抗 100kΩ の両端に生じた, 増幅され

た音声電圧が,つ ぎの周波数変換回路の,真空管

6C6の第 3グ リッドに加わり,6C6の 3極管の部

分 (第 2グ リッド・第 1グ リッド・カソードの部

分)で発振された,図の③のような高周波電圧と

ともに,そのプレート電流を制御する。したがっ

て,プレート負荷コイル 4mHに ,図の④のよう

な,音声電流の変化を含んだ高周波電流が流れ,

4mHの コイルの両端に, 増幅された同じような

高周波電圧が生じるので, これが,ア ンテナから

電波になって,空中に放射される。

そこで,こ の装置から数百m離れたところに置

いた, 5球 スーパーラジオなどのダイヤルを回し

て,その受信周波数を,装置からの放射電波の周

波数に合わせると,ラ ジオのスピーカから,も と

の音声 (ワ イヤレスマイクのスピーカに送り込ん

だ音)力 出`ることになる。ただしこの場合,装置

の周波数変換回路に合まれている,局部発振回路

のバリコンCの容量を変化させると,それにつれ

てこの回路から発振される,高周波電圧の周波数

が変化する。そのためこの装置から,実際に電波

を放射する場合には,ラ ジオ放送を妨害しないよ

うに,ラ ジオ受信機のダイヤルの右端のほう (高

い周波数を受信する箇所)で,装置からの電波を

受信できるように,装置のバリコンCの容量を小

さくしたところ (高い高周波電圧を発振するとこ

ろ)で,使用するように注意しなけれ ば な らな

い。

以上が, ワイヤレスマイクの働きの概要である

が, この装置で, レコード演奏を電波にして送り

たい場合には, レコードプレィヤのスピーカのす

ぐ近くへ, この装置のスピーカをもっていき,ス

ピτ力どおしを向き合わせておいてもよいが,で

きればこの装置のスピーカのかわりに,図 6の よ

16C6の
1第 3グ ■ ,卜 へ

図 6 ビックアップのつなぎ方

うに, ピックアップを接続 しておくと,よ り能率

的である。なお, この装置の実際的な利用法は ,

いろいろ考えられるが,具体的には,必要に応 じ

てそのつどくふ うされたい。

(注 1)こ の装置の真空管 12F,6C6,6ZPlは ,事
情によって,それぞれ MT管 5MK9,6BD6,6AR5
にかえてもよい。

(注 2)局部発振回路の発振コイルには, 3球 ラジオ
用の並 4用 コイルを,そのまま使用するとよい。そ
の場合, コイルのG端子を 100pFへ ,E端子をカ
ソードヘ,A端子をシヤーシヘ接続する (こ のよう
に接続すると, アンテナコイルと同調コイルとが直

列になる)。

(注 3)装置のボリユーム lMΩ の抵抗値を変化させ
ると,そ の変化につれて,周波数変換回路に加わる

音声電圧の大きさが変化するので, アンテナから放

射される電波の中に含まれる,音声分の大きさが変
化する。

(注 4)こ の装置に使用するアンテナを,あ まり長く
し過ぎると,電波が遠くまで伝わり, ラジオ放送の

妨害などをするから,長 さ1～ 2mく らいの,適当
な導線を使用するようにする。携帯用のラジオに利

用されている, lmく らい引き出し式のアンテナを

使用すれば,い っそう便利である。一一つづく――

(東京工業大学付属工業高校教諭)
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